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1．はじめに 
本章では、本研究の研究背景と目的、先行研究、研究方法及び論文の構成について述べる。 
1.1 研究の背景と目的 
中国で最初の図書館学の教育機関である武昌文華大学図書科が設立されてから約 100 年
が経過した1。中華人民共和国が成立された 1949年、中国には武昌文華大学図書科の後身で
ある武昌文華図書館学専科学校と北京大学図書館学専修科のみであった2。以降、中国の大
学では 1966 年から 1976 年まで文化大革命期に大きく停滞したものの、1978 年以降、着実
に図書館学部を設置する大学が増加し、その規模も大きくなっている3。公共図書館の急速
な発展、情報通信技術の大規模な導入とともに、中国の図書館情報学教育は目覚ましく発展
してきた4。 
近年、デジタル時代において、多くの大学における図書館学/図書館情報学専攻では、デ
ータベース、ネットワーク、デジタルなどの情報通信技術に関わる科目や、経済管理、マー
ケティング、電子ビジネスなどの経済やマネージメントに関わる科目を新設し、社会の発展
や動向に対応しようとしている5。 
中国の大学における図書館情報学教育は時代の要請に応じて発展してきた。しかしその
一方で、図書館情報学の学部教育レベルにおいて、いくつかの問題点が指摘されている。例
えば、図書館学/図書館情報学専攻の学生定員の減少である6。李は、「一部の大学が図書館
情報学専攻、特に図書館学専攻の学生定員を減らしたり、1年おきに学生を募集したりして
おり、全体的に図書館情報学専攻の学生募集規模が減少7」していると述べている。また、
図書館情報学専攻を志向する学生も減少している8。そのため、各大学は、このような問題
を解決すべく、図書館情報学の学部教育を立て直そうとしている。 
本研究では、このような課題を抱える中国の大学における学部教育レベルの図書館情報
学教育に焦点をあて、その現状と課題を明らかにすることを目的とする。 
そこでまず、中国の経済政策と高等教育政策を概観し、中国の図書館の発展及び中国の大
学における図書館学/図書館情報学教育の発展に関して説明する。また、事例調査を通じて、
図書館学/図書館情報学教育の改革を明らかにするとともに考察を行う。 
具体的な事例として、武漢大学信息管理学院を取り上げる。信息管理学院は、2001 年度
に図書館情報学院から改組された。中国における図書館情報学教育は、武漢大学信息管理学
院をモデルとして推進されているため9、本研究の事例として取り上げることとする。 
武漢大学は、211工程および 985工程に指定された重点大学の 1つであり、湖北省武漢市
に位置する国立大学である。1893年に張之洞 により創設された自強学堂を前身とする、中
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国で最も歴史がある大学の 1つである。1928年に現在の武漢大学に改名された10。 
武漢大学信息管理学院の学部教育は、2013年度および 2018年度にカリキュラム改革が行
われたため、本研究では、この 2回の改革に焦点をあて、学部における図書館情報学教育の
現状と課題を考察する。 
1.2 先行研究 
 神崎明坤は、「中国の大学のカリキュラム改革に関する考察：教養教育を中心として」11に
おいて、1898年、中国で初の大学が設立されてから現在まで、特に 1990年以降、中国の高
等教育の変容とその成果に関して論じている。中国の７大学のカリキュラムを対象として
調査を行い、「通識教育」12（教養教育）に焦点を当て、その変遷と課題を明らかにした。 
中国科学技術協会による「中国図書館学学科史」13では、中国における図書館学/図書館情
報学教育の歴史的な変遷を述べている。この文献によると、1949 年 10 月の中華人民共和
国の成立以降、図書館は新しい発展段階を迎え、1978 年以降、改革開放政策の指導の下、
目覚ましい成果を挙げてきたという。また、潘は中国における図書館情報学教育の改革につ
いて説明し、分析を加えた。 
  丁健は、「近代中国における図書館人材育成機関の設立」14において、武漢大学信息管理学
院の前身である武昌文華図書館学専科学校の 1889 年から 1949 年までの歴史を概観すると
ともに、中国図書館情報学教育の発展に与えた要因を明らかにした。中国では、1910 年代
からウッド女史を中心に行われた市民が利用することができる図書館建設運動が進められ
た15。また、ウッド女史は、図書館人材不足の問題に対応するために 1920年、アメリカのニ
ューヨーク州立図書館学校をモデルとする図書館情報学教育機関として、武昌文華大学図
書科を設立した。丁は、この図書館学専科学校の設置が、図書館の発展に大きな貢献をした
ことを指摘した16。 
  陳伝夫、呉鋼、盛釗、丁寧、張法、梁桂熟（訳）は、「新中国図書館情報学教育の歩みと
展望」17において、中国創立 60年の図書館学/図書館情報学教育の発展の歩みを総括し、そ
の課題について考察を行った。この論考では、武漢大学信息管理学院の 1949 年以降の歴史
についても触れられている。この文献は、武漢大学における図書館学/図書館情報学教育の
変遷を明らかにした。しかし、2008 年以降の武漢大学の図書館情報学教育の状況について
考察した論考は、管見の限りない。 
 これらの先行研究をふまえ、本研究では、2001 年に改組された武漢大学信息管理学院に
おける図書館学教育を事例研究として取り上げ、そのカリキュラム改革を分析することに
よって、中国の大学における図書館学教育の現状と課題を考察する。なお本研究では、信息
管理学院における 2013年度および 2018年度の学部のカリキュラムに着目する。 
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1.3 研究方法 
本研究では、文献調査、事例研究とインタビュー調査を行う。 
 文献調査では、まず、中国の大学における図書館情報学教育の歴史に関する論文、雑誌記
事、図書を調査し、中国の大学における図書館情報学教育の歴史、武漢大学信息管理学院の
歴史、大学図書館の歴史と発展を明らかにする。 
 次に、武漢大学信息管理学院を対象として、図書館情報学教育に関連する「図書館情報学
教育の人材育成方案の改革」に関する文書などの一次資料を調査することによって、武漢大
学の図書館情報学教育の現状および、2013年度および 2018年度のカリキュラム改革の実態
を明らかにする。 
 また、インタビュー調査は、 武漢大学信息管理学院の図書館情報学教育改革を担当した
教授、図書館副館長、武漢大学信息管理学院の学生を対象として実施する。インタビュー調
査では、武漢大学信息管理学院で⑴2013年度および 2018年度に実施された図書館情報学教
育に関する改革の要因および概要、⑵武漢大学信息管理学院における図書館情報学教育の
現状と課題、⑶中国の大学における図書館情報学教育の現状と課題を明らかにすることを
目的とする。 
 なおインタビュー調査は、筑波大学図書館情報メディア研究科倫理調査委員会の審査を
経て実施した。 
1.4 論文の構成 
本研究の構成は以下の通りである。  
 第 1章「はじめに」では、本研究の背景と目的、先行研究及び論文の構成、研究方法、に
ついて述べる。  
 第 2章では、図書館と密接な関係がある社会の進歩、政策や経済の変革、教育の発展につ
いて論述する。現代中国の図書館政策も、大学の図書館学/図書館情報学のカリキュラム改
訂についても、マルクス・レーニン主義と毛沢東思想、中国共産党と中国政府の政策の下で
実施されている。中国の経済の政策と高等教育の政策を概観しながら、中国の図書館の発展
及び中国の大学における図書館学/図書館情報学教育の発展に関して論述する。また、武漢
大学における信息管理学院の歴史についても触れる。 
第 3章では、文献調査により、武漢大学の概要、武漢大学信息管理学院の略史および武漢
大学信息管理学院の現状について説明する。 
第 4章では、文献調査により、武漢大学信息管理学院における 2013年度カリキュラム改
革前の図書館学専攻の学部教育について論じる。 
 第 5章では、武漢大学信息管理学院の図書館情報学教育の改革を担当した教授、武漢大学
図書館副館長を対象とするカリキュラムの改革に関するインタビュー調査と文献調査を通
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じて、武漢大学信息管理学院における 2013 年度の図書館情報学教育の改革の背景、目的、
改革の内容を明らかにする。 
 第 6章では、文献調査とインタビュー調査を通じて、武漢大学信息管理学院における 2018
年度のカリキュラムの改革の内容を明らかにする。 
 第 7章では、武漢大学現地で文献調査とインタビュー調査の結果から、武漢大学信息管理
学院におけるカリキュラム改革について考察する。また、調査の結果に基づいて武漢大学に
おける図書館情報学教育の実課題を分析する。 
 第 8章では、本研究のまとめを行うとともに、中国における図書館情報学教育の現状と課
題についてまとめる。 
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2. 中国の大学における教養教育と専門教育の変遷 
本章では、中国の大学教育について、教養教育および専門教育の変遷を概観する。中国の
図書館の発展及び中国の大学における図書館学/図書館情報学教育の発展について論述し、
その特徴と問題点を示す。 
2.1 中国の大学における教養教育政策及び専門教育政策の変遷 
本節では、中国の大学教育について、教養養育および専門教育の変遷に着目して述べる。 
中国の大学における「通識教育（教養教育）」は、政治・経済の変化によって改革されてき
た。中国で初の大学が設立された 1898 年から現在までの 98 年間は、下記のような 5 つの
時期に分けることができる。 
 2.1.1 建国前、高等教育成立期（1898 年～1949 年） 
1898年に中国で初の大学、北京大学が設立された。 
この時期、中国の高等教育に大きな影響を及ぼしたのは、ヨーロッパ、アメリカの先進国
の高等教育である1。当時、北京大学の学長であった蔡元培は、海外先進国の高等教育モデ
ル（主にアメリカ）を模倣して教養教育の理念を導入した2。その後、中華人民共和国成立
まで、中国では教養教育が重視された3。例えば、1928年の第一回全国教育会議では、「大学
規程」第 8条によって、「党議」「国語」「体育」「軍事訓練」「第１、第 2外国語」を全校の
共通必修科目と定めている。蔡元培は、大学の教育目標は「文理融合、全ての知識を身に付
けること」という教育理念を提示した。また、清華大学の学長を務めていた梅琦は、大学教
育は「スペシャリスト」より「ゼネラリスト」を育成するべきという教育目標を指摘した4。 
2.1.2 建国初期、旧ソ連モデルの導入期（1949 年～1966 年） 
1949 年、中華人民共和国の成立後、高等教育制度は計画経済体制と政治目標の変動とと
もに変化した5。中央政府は高等教育にソ連モデルを導入し、工業立国を軸とした中央集権
の社会主義政治体制と計画経済体系に合わせて6、高等教育制度を改革した。 
 1950 年に開催された第一次全国高等教育会議で、高等教育に関する目標を「高度の文化
レベルを備え、現代の科学技術を身につけ、人民のために奉仕する国家建設に必要な高級建
設人材、専門人材を育成すること」と揚げられた7。中国政府は 1952年 8月には「全面的ソ
連化」が推進された8。中央政府は全国で大学と学部・学科の調整を行う「院系調整」を実
施した9。大規模な調整が進められ、専門人材を育成する教育と開設する科目については、
国の経済、政治、国防建設の実際的な需要に基づくべきであるされた10。これにより、多様
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な学科及び専攻を揃える総合大学が減少し、9割以上の大学は単科大学や工学の技術専門学
校になった11。 
この時期の大学教育は、以前の教養教育重視から専門教育重視へと変化したといえる。ま
た、この時期、教養教育科目としては、「マルクス・レーニン主義原理」「政治経済学」「毛
沢東思想」に関するもののみが設置されており、それ以外の教養教育科目はすべて廃止され
た12。 
学問分野については基本的に、専門職・職業分野によって制定された。一方で、その専攻
及び科目設置は、学生の就職先の具体的な職種に対応して細分化された13。 
 また、中国国家教育部は 1952 年、「全国大学統一入学試験」を導入し、同年に 6 万 6000
人が大学に入学した14。 
2.1.3 文化大革命期（1966 年～1976 年） 
1966年から 1976年の「文化大革命」によって、中国の経済や教育は、全体的に停滞した。 
1966年の中国共産党第 8期中央委員会第 11回全体大会で「中共中央の無産階級文化大革
命に関する決定」を配布し、文化大革命が全国的に展開され、高等教育にも波及することと
なった15。「十年の混乱」と呼ばれる16文化大革命期に、高等教育の制度、内容はすべて変更
され、中国の高等教育は大きな打撃を受けた。 
革命の障壁であると考えられた知識人や資産階級は迫害され、反革命分子として多くの
教授から批判され、教学設備、図書資料などが損失を受けた17。 
この時期、政府は教育に「生産労働と融合し、社会主義の思想を強く持つ労働者を育成す
る」ことを求めた。さらに、無産階級のための政治的奉仕を徹底的に実行することを求めた
18。 
 この時期設置された教養科目は「マルクス資本論」、「レーニン主義」、「毛沢東思想」、
「共産党の歴史」、「社会主義政治経済学」に限定された19。「全国大学統一入学試験」20も、
約 10年間にわたって中断された。その一方で、推薦入学制度が始まった。推薦を受ける学
生は「保送生」と呼ばれた。高校が推薦書類を大学に送り、大学が審査を行い、推薦入学に
合格した学生は大学に入学直接に入学することができた21。 
2.1.4 改革開放期（1976 年～1990 年） 
1976 年、10年間に及ぶ文化大革命が終了し、大学高等教育が復活した。1977 年 8 月の
中国共産党第 11次全国代表大会において、「4つの現代化」という新たな目標が示された。
農業、工業、国防、科学技術の 4 つである。この新しい目標を実現するため、多くの専門人
材を育成することが必要となった22。 
この新しい目標を実現するため、多くの専門人材を育成することが重要となり、高等教育
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の改革が要求された。1977 年、中国政府は「高等学校入学試験に関する制度」を公表し、
「全国大学統一入学試験」後を再開した23。中国では、大学に入学するために、「全国統一大
学入学試験」（通称「高考」）を受け、点数が志望大学の合格最低点に達する必要がある。「全
国統一大学入学試験」は毎年 6月 7日から 9日 の 3日間、実施は年に一回、全国で実施さ
れる。希望する大学に進学できるか否かは、この試験の結果にかかっている24。 
「全国統一大学入学試験」は日本の制度と異なり、各大学による選抜試験は行われない25。
「全国統一大学入学試験」を受けた後、受験生は自己採点結果に基づいて、志望大学及び志
望専攻を決めて願書を提出する。各大学は、「全国統一大学入学試験」の結果をもとに合否
判定をくだす26。   
1978 年中国共産党第 11 期中央委員会第 3 回全体大会では、「経済建設中心」及び「改
革開放」という治国方針が発動し27、建国から続いていた計画経済から市場経済を目指す改
革が進められた。高等教育も正常な軌道に乗り始めた28。 
この時期、大学の教養教育では必修科目の比重を減らして、選択科目を増やした。一方で、
旧ソ連モデルの影響によって専門教育を重視した。専門教育は細分化され、専門性や実用性
の高い人材育成に重点が置かれていた29。 
2.1.5 発展期（1990 年～現在） 
 1990 年代以降、中国の高等教育における、教養教育は「欧米モデル＋中国の伝統」へ移
行した30。中国にでは 1990 年代以降、教養教育が重視されるようになった。2000 年代から
個別のトップ層の大学、例えば、北京大学、清華大学、復旦大学などから実践し始めた。北
京大学は 2007 年から「アメリカ型＋中国の伝統」による文理融合の理念を開始した31。中
山大学は現在「米国古典名著モデル」の影響を受けて、教養教育改革を行った32。1992 年、
鄧小平は南巡講話で、経済体制について中央集権計画経済から社会主義市場経済への移行
が必要であるということを指摘した。社会主義市場経済体制への移行により、教育体制の政
策変化が求められた33。この政策により、大学卒業者は国家による職業配分から、個人によ
る職業決定という制度変更がなされた34。 
経済発展と科学技術発展に基づいて、知識の量が増加し、変化の速度も早まった。グロー
バル化の進展に対応して、以前の専門知識のみを有する人材だけではなく、広い視野を有す
る人材が必要となっている。政策上、高等教育の目的は社会の発展に合わせて、社会の発展
に合わせて個人の発展を重視する方向へ動いている35各大学の人材育成目標も専門人材の
育成から多様な知識・能力を有する人材へ育成する方向へ変化した36。その結果、大学教育
においてはカリキュラムの改革・見直しが実施されてきた37。 
その結果、1990 年代以降、中国政府から高等教育に関する様々な改革方策が発表される
こととなった。 
1993 年 2 月、中国国務院が発表した「中国教育改革と発展に関する綱要」では、計画経
9 
 
済から社会主義市場経済への移行に伴い、社会の発展、特に科学技術の発展に合わせて、21
世紀初には一部の大学の教育の質と研究水準を、世界のレベル一流大学に到達させること
を目標とすることが示された。また、これによって、国家教育委員会は 1993 年 7月に「高
等教育機関および重点学科の整備に関する若干の意見」を公布し、21 世紀に向けて 100 校
前後の大学および重点学科を重点的に建設していくことを発表した。現在、「211 工程」対
象校は計 116校である38。 
一方、1998年 5月 4 日、当時の国家主席江沢民が北京大学創立 100周年大会で、「現代化
の実現のため、中国は世界先進レベルの一流大学を建設するべき」と提言した。また、国家
教育部は同年発表した「21 世紀に向けた教育振興行動計画」では、世界一流の大学を目指
す一部の大学を重点的に支援する始まった。それは教育領域における「985 工程」と称され
ている。現在、「985工程」対象校は全部で 38校である39。 
2015年 10月、中国国務院が発表した「世界一流大学・一流学科建設の統一的推進のため
の全体案」では、2020 年までに一部の大学及び学科が世界一流レベルを到達することを目
標と定めた。中国では、2050年までに、高等教育強国を作る目標を掲げている40。 
また、1994年に国家教育委員会は「21世紀を目指す高等教育の教育内容及びカリキュラ
ム体系の改革計画」を発表したこの改革計画では、高等教育に関する人材育成方案、カリキ
ュラムなどの改革について詳しく説明している。社会の変化によって、カリキュラム編成ま
た、大学の教養科目と専門科目のバランスを強化することなどが指摘された41。 
この改革計画の内容に基づいて、大学で教養教育の科目が変化していった。 
また 1995年、国家教育委員会によって「大学生文化素質教育の推進に関する試行に関す
る通知」が公布された。これにより、選択の教養教育カリキュラムが大学へ正式に導入され
た42。そして 1998 年、「大学生文化素質教育の強化に関する若干の意見」43が公布され、教
養教育と専門教育は有機的に融合することが明確に規定された44。 
各大学では、教養選択科目（通識選択科目）の設置が始まった45。例えば、武漢大学では
2004年から、「人文科学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際
研究」という 5つの教養選択科目の領域が設定された。当時約 50の教養選択科目が設置さ
れ、5つの領域から 12単位を履修しなければならないと定められた46。 
中国国家教育部は 1998年に「大学本科専攻学科目録（「普通高等学校本科専業目録」）」を
公表した47。中国における大学本科とは、4 年制あるいは 5 年制の大学を指す。大学本科卒
業生は、「学士」の学位を持つ「大卒」となる48。同目録は、全国の本科における専攻の統一
的な設置基準を示した目録である。大学の本科における学問領域を「哲学」、「経済学」、「法
学」、「教育学」、「文学」、「歴史学」、「理学」、「工学」、「農学」、「医学」、「管理学」の 11の
学問分野に分け、学問分野のもとに大分類を設置し、さらに各大分類の下に専攻を細分化し
て体系化した49。 
例えば、「管理学」学問分野のもとに、「管理科学と工程」、「経営管理」、「農業経済管理」、
「公共管理」、「図書情報とアーカイブズ管理」の 5 つの大分類が設定されている。さらに
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「図書情報とアーカイブズ管理」の大分類のもとには、「図書館学専攻」、「アーカイブズ学
専攻」、「信息資源管理専攻」といった 3つの専攻が設定されている50。「管理学」学問分野に
ついては、第 4章で詳述する。 
このような「大学本科専攻学科目録」に基づいて、各大学は専攻の開設・編成を行った51。 
1999 年 6 月には中国国務院により「中共中央国務院による教育改革の深化、全面的に文
化素質教育を推進する教育改革に関する決定」が発表された。文化素質教育は、思想道徳、
文化、 業務、身体心理、という 4 つの部分から成り、学生が様々な活動や授業を通して、
「大学生の教養を向上させる」教育である。理系の学生には人文教育を受けさせ、文系の学
生には自然科学の知識を身に着けさせることとされた52。 
現在、各大学は教養教育政策に基づき、カリキュラム改革を行っている。教養必修科目は、
国家教養教育政策によって定められている。その一方で、教養選択科目の区分、内容は必ず
しも全国一様ではなく、それぞれの大学の歴史や実情に応じて、定められている53。 
例えば武漢大学では、2004年から、教養選択科目として「人文科学」、「社会科学」、「数学
と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」という 5つの領域を設定した。理系文系
を問わず、教養選択科目 12 単位が修了要件となっている54。なお、それぞれの領域から少
なくとも 2単位ずつ修得しなければならない。教養選択科目は 2013年度に、学生がもっと
幅広い領域の科目を選択できること目標として、5 つの領域から７つの領域（「交流と作文
領域」、「数学と推理領域」、「人文と社会領域」、「自然と工程領域」、「芸術と審美領域」、「中
国と世界領域」、「研究と革新領域」）へと変更された55。 
1990 年代以前、社会主義の建設に合わせて専門人材、特に理工系の専門人材を緊急に必
要としたため、その時の中国高等教育の政策は専門知識を重視する方向へ発展していた。と
ころが、1990 年以降、中国市場経済の発展と共に、知識基盤社会において幅広い知識を身
に着ける人材が求められるようになった。これによって、専門に偏重する教育から脱却し、
教養教育が重視されるようになったといえる56。 
2008 年の国際金融危機を背景として、世界の経済は不安定になり、中国でも、景気が減
速し、企業の求人数が大幅に減少したことにより、新卒者の就職難が社会問題となった57。 
 こうした状況に対応するために、中国国務院は 2009年、「大学卒業生の就職対策強化の通
知」（「関於加強普通高等学校卒業生就業工作的通知」）を公布し、大学生の就業対策を強化
すること及び就職率を向上させることを大学に求めた58。また、中国人材資源社会保障部・
全国人材流動センターの司益磊は「中国における市場経済が求めている人材と、大学が輩出
している人材がマッチしていないことも大学生の就職難の 1つの原因である」と、「大学卒
業生の就職難への対策として、大学は経済社会に合わせた人材を育成するために、大学が学
科を新設する場合、世界の経済変化、国家経済の発展の方向や将来動向を考慮に入れ、市場
ニーズに見合った学科を設置するべきである」と指摘した59。 
一方、入試制度について、1950年、中国政務院は「大学の指導関係問題に関する決定」を
発表し、大学の運営は、中央人民政府教育部による統一の方針によって運営していることを
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強調した。例えば、学生の募集計画、また専攻と科目の設置や変更など、政府の教育主管部
門が審査、決定した。改革開放以降も、大学の自主権がほとんど認められておらず、学科や
専攻の設置も社会経済のニーズの変化に適合していない状況となっていた。大学自主権が
拡大求められている60。 
1990年代以降、受験競争の過熱による様々な弊害が指摘されるようになり、ようやく 2003
年に「自主学生募集」が導入された61。背景には中国の高等教育が社会主義市場経済への移
行に伴い、大学の自主権の拡大に関する調整が行われたことがある。大学の自主権は機関の
設置と国際交流などの面でさらに拡大した。2003年度より、北京大学や清華大学などの 22
の大学の大学で「自主学生募集」という新たな制度が導入されるに至った62。2009年度には
76 校に増加した。同方式では、各大学は独自の筆記試験および面接試験による一次試験の
合格者を決定し、その後に一次試験合格者は通常の「全国統一大学入学試験」に参加する。
一次試験の合格者は当該大学の「全国統一大学入学試験」の合格の最低点を超えていれば合
格とする方式が認められた。この大学独自の一次試験による入試は、入学生全体の 5％以内
とされた。しかし 2009 年、従来 5％を上限としていた自主募集学生の入学生全体に対する
割合を撤廃することを発表し、自主募集の学生は入学生全体の 10％に達したという63。 
受験者資格については、2009 年の中国国家教育部の「普通高等教育機関学生募集規定」
により、下記のとおり 3点が規定されている。 
①中華人民共和国憲法及び法律を守る者 
②高等学校卒業あるいはそれに相当する学歴を有する者 
③身体健康の者64。 
入試統一試験の 1か月前、学生が志望校を決めて願書を提出し、試験の結果により各大学
が合否判定する。 
中国国家教育部の試験センターが作成した問題は全国統一問題である。全国統一問題の
以外に、省、直轄市、自治区によって、各省、各直轄市、各自治区の教育庁が作った統一問
題を使用することも可能である65。全国統一問題あるいは省、直轄市、自治区統一問題のど
ちらの問題を使用するかについては、各自が決定することができる66。 
2.2 中国の大学における専門教育としての図書館情報学教育の変遷 
 本節では、中国の経済の政策と高等教育の政策を概観し、中国の図書館の発展及び中国の
大学における図書館学/図書館情報学教育の発展に関して概観する。建国前、建国初期、文
化大革命期、調整期、発展期の 5つの時期に分け、それぞれの特徴と問題点を示す。 
2.2.1 建国前、高等教育成立期（1898 年～1949 年） 
1910年代までの中国の図書館は、一般市民は利用することができなかった67。1903年、武
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昌文華大学に務めていたウッド女史（Mary Elizabeth Wood,中国名：韋棣華）の主導により
武昌文華大学内に閲覧室が開設され、一般市民を対象に図書や図書館の宣伝活動が行われ
た68。 
民国69初期の国民政府は、一般大衆向けの普及型図書館を推進した70。しかし、一般市民、
特に学生に公開される図書館は設立されたものの、当時の中国の大学と専門学校において
は、図書館学専攻は 1つもなかった。そのため 1913 年から、ウッド女史は図書館学専攻を
もつ学校の設立に着手し始めた71。彼女は、図書館学専攻を持つ学校を設立するために 1913
年に自費で武昌文華大学卒業生の沈祖をアメリカのニューヨーク州立図書館学校に送った。
また 1917 年、胡慶生をコロンビア大学に送った。1917 年に帰国した沈と 1920 年に帰国し
た胡とウッド女史は、1920 年 3月、武昌文華大学に図書科を開設した72。これが中国の大学
における初の図書館学専攻となる。 
この図書科はアメリカのニューヨーク州立図書館学校の制度を参考として、3年次に編入
させ、2 年の専門教育を行うこととされた。その後、大学卒業生あるいは大学で 2 年間以
上在学した者が入学試験に合格すれば、入学を認めることとなった73。 
当時、中国の公共図書館は急速に増加していた74。これに対応するために、武昌文華大学
図書科の教授及び卒業生らは、多くの図書館学に関する専門人材を育成することを目的と
して、短期図書館訓練講習会を実施した。この講習会は、全国各地域の大学や団体と連携し、
図書館学/図書館情報学教育の発展に大きく貢献した75。短期図書館訓練講習会だけではな
く、高等師範学校や大学で図書館学の講義が開講された。例えば 1920 年、北京高等師範学
校は各省の要請に応じて、夏季休暇図書館講習会を開設した。この講習会では沈祖栄などが
講義を担当した76。 
 1925 年、文華大学は華中大学と改称され、文華大学図書科も華中大学に編入され、華中
大学図書科となった。1927 年、華中大学は廃校になったが、文華大学図書科は単独で運営
されることとなった。1929 年 8 月、華中大学が復活するとともに、南京国民政府教育部に
よって華中大学図書科として認可された。その後、1929 年に、華中大学から離れ、独立の
私立武昌文華図書館学専科学校（略称：文華図専。以下「文華図専」）となった77。  
 第 2 次世界大戦と 4 年間の国内戦争のため、中国の経済、教育は全体的に停滞状態を続
け、図書館の発展も図書館学教育も大きな影響を受けた。文華図専は 1940 年から入学資
格を高校卒業生としており、学制は 2年となったことから教育の質は低下した78。 
2.2.2 建国初期、旧ソ連モデルの導入期（1949 年～1966 年） 
1949 年 10月 1 日、中華人民共和国が成立し、社会的・政治的に安定するとともに、図
書館学教育にも大きな進展が見られた79。1949年当時、中国の図書館学教育は北京大学図書
館学系と私立武昌文華図書館専科学校の 2校に限られていた。中国建国初期、図書や予算の
不足、施設整備の不備、人材の不足、管理者の経験不足など、図書館は新しい社会の要求に
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充分に対応することができなかった80。 
1952 年、中国政府は全国で大学と学部・学科の調整を行う「院系調整」を実施した81。「院
系調整」とは、「全国の大学・学部・学科に対する調整」（全国高等学校院系調整）であり、
総合大学の「学部」を解消し、文理系のみの総合大学に改編した政策である82。 
翌 1953年、文華図専は武漢大学に編入され、武漢大学図書館学専修科となった。1955 年
に 2 年制は 3年制に変更され、さらにその翌 1956 年には名称を武漢大学図書館学系に変
更され、4年制となった83。 
同 1953 年に北京大学も 2 年制から 3 年制科目の専修科となり、1956 年に 4 年制科
目の図書館学系に改組した84。北京大学と武漢大学の 2つの大学のほか、西南師範学院に図
書館専修科、社会教育学院に図書館博物科が設置されたが、長くは続かなかった85。 
1956 年に中国共産党中央委員会は「科学への進軍」をよびかけた。1956年 7月、中国文
化部により北京で第一回全国図書館活動会議が開かれ、図書館の方針は科学研究の支援と
人民へのサービスにあることが示された86。同年、社会主義建設「大躍進」87が起こったた
め、図書館事業の発展に大きな影響を与えた88。「大躍進」の影響で、図書館の基盤建設が無
視され、異常に高い指標の追求が求められた89。 
この時期、大学が量的に拡大した一方、教育の本質が否定され、労働生産が重視された90。
このような状況で、新設された大学の中には、科目の設置が社会発展に合わないものも多く、
また、多くの大学は教授や施設設備不足のために教育の質が低下した91。1958 年以降、吉林
師範大学、中国科学技術大学に新しい図書館学専修科、北京文化学院に図書館学研究班、河
北文化芸術幹部学校、湖南文化芸術幹部学校、四川省財政貿易幹部学校などにそれぞれが設
置されたが、1962 年前後に廃止されることとなった92。 
2.2.3 文化大革命期（1966 年-1976 年） 
1966 年、「文化大革命」によって、中国の経済や教育などが全体的に停滞した。「十年の
混乱」と呼ばれる文化大革命期に、中国の高等教育の制度や内容はすべて変更され、大きな
打撃を受けた93。 
文化大革命以降、図書館学教育もほとんど停滞の状態に陥り、学生募集が行なわれなかっ
た。武漢大学の図書館学系も休講となり、学生募集を停止した94。文化大革命では、毛沢東
主席の個人崇拝も推し進められた。当時、劉少奇や鄧小平らや多くの知識人を、経済発展の
ため資本主義の復活を図ることであるとして批判された95。革命の邪魔であるとされた知識
人や資産階級を迫害し、反革命分子として多くの教授が批判され、教学設備、図書資料など
が損失を受けた。教授は農村に下放され、図書館学教育は完全に閉鎖された。武漢大学図書
館学系の教育も停滞した96。 
1966 年 8 月に中国共産党第 8期中央委員会第 11 回全体大会で「中共中央の無産階級
文化大革命に関する決定」（「中共中央関於無産階級文化大革命的決定」（以下「十六条」）が
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公布され、文化大革命が全国的に展開された。「十六条」第十条により、教育は生産労働と
融合し、社会主義の覚悟を持ったレベルの高い労働者を育成することを示した。さらに、文
化大革命が高等教育にも波及することとなった97。 
この一連の政治運動の影響を受けて、図書館学教育も大きな破壊を蒙った。文化大革命期
間中に、数多くの大学が解体或いは移転させられ、大学の建物も占拠された98。全国的に図
書館学教育も停滞し、学生募集が行なわれなかっただけでなく、教授も離散し、専門研究も
まったく行なわれなかった99。 
1970 年には全国の他の多くの専攻が学生募集を再開したが、図書館学教育は依然として
再開されなかった。1972 年に、北京大学と武漢大学が図書館学専攻の学生募集を再開した
が、2 年制になった。1977年に、北京大学は 2 年制から 4 年制に変更され、 武漢大学は 
3 年制となった。さらに 1978 年、武漢大学も 4 年制になった100。 
十数年にわたる政治運動と社会的混乱によって、中国の経済、教育は大きな打撃を受け、
先進諸国に比べると、大幅に遅れてしまった。 
2.2.4 改革開放期（1976 年-1989 年） 
1976 年以降、図書館学教育は新しい段階に入り、その規模を拡大していった。1980 年 5
月に中国共産党中央委員会第 23回の会議で「図書館活動報告綱要」（図書館工作滙報綱要）
が公表された。「報告綱要」では、図書館事業の発展が緊急課題とされ、図書館を新設及び
再建することが必要であるという決定がなされた101。   
1978 年 12 月には中国科学院は「中華科学院図書館情報活動暫定条例（草案）」を制定
し、1982年 12月には国家文化部が「省（自治区、市）図書館活動条例」を公表した。この
2 つの条例により、研究図書館、大学図書館、公共図書館という主要な 3つの系統の図書館
が大きく発展することとなった102。 
この時期の図書館数については、1980年には全国公共図書館が 1,732館となり、1989年
には 2,512館に増加した103。これによって、図書館の人材不足が起こり、図書館学教育が必
要となった。このような状況を改善するために、1976 年から 1990 年の間に 10 校を超える
大学が図書館学/図書館情報学専攻を開設し、これまでの開設校が北京大学と武漢大学の 2
校という限定的な局面が打開された104。 
2.2.5 発展期（1990 年-現在） 
1990 年代に入り、中国における計画経済から社会主義市場経済への移行に伴う教育政策
は大きく変化してきた105。1999 年に国家国務院が公布した「21 世紀に向けた教育振興行動
計画」によって、学生募集数は年々増加した。例えば、大学院における全国での学生募集の
規模は、2002年の 178 人から 2006 年には 338人へ増加し、増加率は 89.9％ となった106。 
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一方 1990年代以降、インターネット時代における情報化の進展に伴って、中国において
も図書館情報学教育に関する新たな改革が始まった。なかでも重要なのは、図書館学/図書
館情報学教育改革と、これに伴う機関の名称変更である107。最初に図書館情報学部の名称変
更を進めたのは、北京大学であり、1992 年に、学部の名称を図書館情報学系から信息管理
系に改称した108。 
 次いで 2001年、武漢大学図書館情報学院は信息管理学院に改名された。武漢大学は図書
館情報学教育の改革を深化させ、図書館学専攻のほかに、出版学専攻、電子ビジネス学専攻
その他の新たな専攻を増やした109。1990 年 11 月、 中国国務院学位委員会110の許可を得て
北京大学は中国初の図書館学の博士学位を授与する資格を得、武漢大学は中国初の情報学
の博士学位の授与する資格を得た111。 
2000 年 9 月、中国国家国務院学位委員会は、武漢大学に「図書館学」の国家重点学科112
設置を認定するとともに博士学位を授与する資格を与えた。北京大学も相次いで国務院学
位委員会の許可を得、中国初の出版発行学、信息資源管理学の博士学位を授与する資格を得
た113。 
また、図書館情報学の専攻は大きく発展し、さまざまな情報学に関する科目が増加した。
例えば、北京大学信息管理系は 2001年に「デジタル図書館」という科目を設置し、武漢大
学信息管理学院は「デジタル図書館とネットワーク資源管理」という科目を設置した114。 
 2006年から科学的発展観の提唱に伴って、経済・社会・政治・文化など「全面的」かつ協
調した改革深化の要求に基づき、世界の図書館の動向を分析しつつ、中国の図書館事業の発
展と図書館の現状を総合した中国国家図書館「十一五」計画要綱が制定された115。    
このような動きに伴い、教養科目の設置が重要になった。「幅広い」という要素は設置基
準の 1つの要求となった。武漢大学では 2004年から、教養選択科目（通識選択科目）とし
て「人文科学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」とい
う 5 つの領域が設定された。武漢大学の設置基準では、約 50 の教養選択科目が設置され、
この 5 領域の教養選択科目から 12 単位を履修しなければならないと定められた116。なおこ
の 5 領域は、2013 年度に 7 領域（「交流と作文領域」、「数学と推理領域」、「人文と社会領
域」、「自然と工程領域」、「芸術と審美領域」、「中国と世界領域」、「研究と革新領域」）に変
更された117。 
2.3 まとめ 
本章では、まず、中国の大学における教養教育政策の変遷を概観し、また、中国の専門教
育の変化中国の大学における図書館学/図書館情報学教育の発展に関して述べた。1990 年
代まで、中国の大学では専門教育を中心に様々な改革を行い、1990 年代後は教養教育を中
心に改革された。教養教育の変遷について、中国では、1898年から「通識教育」（教養教育）
の改革が行われた。1992 年に市場経済の導入とともに高等教育の改革は「旧ソ連モデル」
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から「アメリカ型」へ転換した。特に、2001 年に WTO に参加して以来、カリキュラムの国
際化が重要になり、国際人材育成が重視されている。これによって、「欧米型＋中国伝統」
の教養教育モデルを模倣した教養教育改革が進められている118。 
専門教育の変遷について、1990 年代以前、社会主義の建設に合わせて専門人材を緊急に
必要としたため、その時の中国高等教育の政策は基本技能と専門知識を重視する方向へ発
展していた。ところが、1990 年以降、中国市場経済の発展と共に、知識基盤社会において
幅広い知識を身に着ける人材が求められるようになった。これによって、専門に偏重する教
育から脱却し、教養教育が重視するようになった。この背景に合わせたカリキュラム改革も
行われた119。 
また、中国における図書館情報学教育の変遷について、建国前（1949年以前）、建国初期、
文化大革命期、調整期、発展期の 5つの時期に分け、それぞれの特徴と問題点を示した。辛
亥革命後、特に 1920年代以降に中国の図書館学教育は発展してきた。1949年まで、第 2次
世界大戦と 4年間の国内戦争が続いたため、中国の国力は非常に弱まった120。 
1949 年中華人民共和国成立によって、社会的、政治的に安定するようになり、図書館学
教育も大きな発展していく。1949年当時、旧中国が残した文華図専は改編され、1953年に
武漢大学に編入された121。図書館学教育は次第に発展していったが、1966 年からの文化大
革命の時期に一連の政治運動の影響をうけて、図書館学教育と図書館事業は 10年間にわた
って停滞した122。 
1978 年改革開放以降に図書館学教育は回復したものの、先進諸国に比べると大幅に遅れ
てしまった。1978 年以降、中国は改革開放政策の指導の下、経済の発展とともに図書館事
業も進展してきた。1978年以降、中国国家図書館の新館（1999年開館）、上海図書館の新館
（1996年開館）をはじめ多くの新館が開館し、図書館の全体的発展を促進した。1990年以
降、インターネット時代において、中国政府は科学的発展観の要求に基づき、中国の図書館
情報学は発展してきた。 
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3.武漢大学および同大学信息管理学院図書館学専攻の概略と略史 
本章では、文献調査について、武漢大学の概要、武漢大学信息管理学院の略史、及び武漢
大学信息管理学院の現状について概観する。 
3.1 武漢大学の概要 
武漢大学は、中国の湖北省武漢市に位置する国立大学である。中国を代表する名門大学の
１つであり、211工程及び 985工程に指定された重点大学の 1つである1。 
1893 年に張之洞により創設された自強学堂は武漢大学の前身であり、中国で最も歴史が
ある大学の 1つである。同校は、1928年に現在の武漢大学に改名された。1928 年の「国立
武漢大学」は、近代中国で最初に設立された国立大学の 1 つであり、2000 年には「湖北医
科大学」、「武漢水利電力大学」、「武漢測絵技術大学」と 3校と統合し、大学の規模を拡大し
た2。武漢大学は、国家教育部の直轄下に置かれる大学である。 
武漢大学は現在、人文科学、社会科学、理学、工学、信息科学および医学の 6 学部があり、
その学部のもとに、35 学院、122 専攻が設置されている。在校生数は、大学院生は 17,467
人、学部生は 31,277人、合計 48,744人である3。 教員数は、約 3500人である。 
3.2 武漢大学信息管理学院の略史 
武漢大学信息管理学院は、社会科学部のもとに設置されている。表 3-1に示すように、組
織改編を繰り返してきた。本節では、武漢大学信息管理学院の歴史を簡単に述べる。 
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表 3-1 武漢大学信息管理学院の前身組織の名称および学系・専攻の変遷 
設置年 名称 学系の設置 専攻 学制 
1920年 文華大学文華図書科 なし 図書館学専攻 2年制 
1925年 華中大学文華図書科 なし 図書館学専攻 2年制 
1929年 私立武昌文華 
図書館学専科学校
（略称：文華図専） 
なし 
 
図書館学専攻 2年制 
1951年 国立武昌文華 
図書館学専科学校
（略称：文華図専） 
なし 図書館学専攻 2年制 
1953年 武漢大学 
図書館学専修科 
なし 図書館学専攻 2年制 
1955 年、 
3 年科目に
変更 
1956年 武漢大学 
図書館学学系 
 図書館学専攻 
＊1978年、科学情報学
専攻を設置 
4年制 
1984年 武漢大学 
図書館情報学院 
・図書館学/図書館情報
学系 
・図書発行学系 
・アーカイブズ学系 
・科学情報学系 
・図書館学専攻 
・図書発行学専攻 
・アーカイブズ学専攻 
・科学情報学専攻 
4年制 
2001年 武漢大学 
信息管理学院 
・図書館学系 
・情報管理科学系 
・アーカイブと政務情
報管理学系 
・出版科学系 
・電子ビジネス学系
（2002年度より） 
・保密管理学系 
（2018年度より開設） 
・図書館学専攻 
・情報管理と情報シス
テム学専攻 
・アーカイブズ学専攻 
・デジタル出版学専攻 
・電子ビジネス学専攻
（2002年度より） 
・編集出版学専攻
（2003年度より）、 
4年制 
（出典：武漢大学信息管理学院編.“求実奮進共譜新篇：从文華図専到武漢大学信息管理学院（1920～
2010）”. 2010.より作成） 
 
1920 年 3 月、アメリカ人のウッド女史（Mary Elizabeth Wood,中国名：韋棣華）によっ
て中国における最初の図書館学専攻を持つ高等教育機関である武昌文華大学図書科が設立
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された。大学を卒業した者あるいは大学に 2 年間以上在籍した者が入学試験を受ける資格
があるとされた4。 
1925 年、文華大学が改組され、華中大学となり、名称が華中大学文華図書科と改められ
た。1927 年秋、華中大学は廃校になったが、 廃校後も文華図書科は引き続き単独で運営さ
れた。1929 年 9 月に華中大学が復活した際に、再び華中大学の文華図書科となった。1930
年に正式に華中大学を離れ、1949年まで独立の図書館学専科学校として、「私立武昌文華図
書館専科学校」となった。  
 1938年当時、国民政府の首都は武漢であったが、第 2次世界大戦の激戦区であったため、
重慶に移され、私立武昌文華図書館専科学校も同年、重慶に移転された。1940 年、これま
で「大学卒業を卒業した者あるいは大学に 2年以上在籍した者」とされていた入学資格が、
「高等学校を卒業した者」と変更された。また、重慶も、戦争の状態に陥って、私立武昌文
華図書館専科学校も爆撃を受け、教育の質も低下した。以降、このような状況が続き、1949 
年まで私立武昌文華図書館専科学校の図書館学教育には大きな進歩が見られなかった5。な
お、1949 年終戦当時、中国の大学で図書館学教育が行われていたのは私立武昌文華図書館
専科学校のほか、北京大学のみであった6。 
1952 年、「院系調整」が全国的に実施された7。院系調整とは、第 2 章第 2 節で述べた通
り、「全国の大学・学部・学科に対する調整」（全国高等学校院系調整）であり、総合大学の
「学部」を取り消し、文理系のみの総合大学に改編した政策である。この院系調整に伴い、
翌 1953年、私立武昌文華図書館専科学校は武漢大学に編入され、武漢大学図書館学専修科
となった8。 
1966 年の文化大革命以降、中国における図書館学教育はほぼ停滞状態に陥り、全国の大
学の図書館学専攻は完全に閉鎖され、学生募集も実施されなかった。十数年にわたる政治運
動と社会的混乱によって、中国の図書館学教育は大きな打撃を受け、先進諸国に比べると、
質的にも量的にもかなり遅れることとなった9。 
 1980年代以降 、中国の「現代化建設」に合わせて、大学や学生数の規模の拡大政策がと
られた。こうした高等教育拡大政策の下で、1984 年 4 月、武漢大学は図書館学系を図書館
情報学院に改称し、図書館学学系、図書発行学系、アーカイブズ学系、科学情報学系という
4 つの学系を設置した。図書館学系には図書館学専攻、図書発行学系には図書発行学専攻、
アーカイブズ学系にはアーカイブズ学専攻、科学情報学系には科学情報学専攻を設置した10。 
1981年 11月、武漢大学は初めて国務院学位委員会の許可を得て、図書館学の修士学位を
授与する資格を得た11。 
3.3 武漢大学信息管理学院の現在 
 1990年以降、中国の図書館学/図書館情報学教育に関する改革は大きく進展した。最も重
要なのは教育機関の名称変更およびそれに伴う教育改革である12。武漢大学図書館情報学院
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は、2001 年に信息管理学院に改名された。図 3-1 は、武漢大学信息管理学院の教育組織図
である。本研究では、学部教育を対象とするため、同図は学部の研究組織に限定したもので
ある。信息管理学院のもとに、2001年度に、図書館学系、情報管理科学系、アーカイブと政
務情報管理学系、出版科学系、2002年度より電子ビジネス学系、2018年度に保密管理学系
という 6 つの教育組織いわゆる「系」が設置された。2001 年度に、図書館学系には図書館
学専攻、情報管理科学系には情報管理と情報システム学専攻、アーカイブと政務情報管理学
系にはアーカイブズ学専攻、出版科学系には編集出版学専攻が設置された。さらに、2002年
度に電子ビジネス学系に電子ビジネス学専攻、2003 年度に編集出版学専攻が設置された13。
現在も、この教育組織が維持されている。 
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図 3-1 武漢大学信息管理学学部レベル教育組織 
（出典：武漢大学信息管理学院のウェブサイトより作成） 
 
図書館学専攻を修了すると、学士（管理学）が授与される。入学・収容定員は、入学定員
は 46人、収容定員（大学が、受け入れることができる学生の数）は、184人である。 
武漢大学信息管理学院の教員は、それぞれの学系に所属している14。図書館学専攻の教員
は、図書館学系に所属しており、15 名で構成されている。うち教授が 1 名、副教授が 3 名
である。 
 
  
図書館学
系 
情報管理
科学系 
アーカイブと政
務情報管理学系 
出版科学
系 
 
電子ビジネス
学系（2002 年
開設） 
保密管理学系 
（2018年開設） 
図書館学
専攻 
信息管理学院 
社会科学  
 
武漢大学 
情報管理と情報
システム学専攻 
アーカイ
ブズ学専
攻 
編集出版学
専攻 
（2003年
開設） 
デジタル出
版学専攻 
電子ビジネ
ス学専攻 
（2002年開
設） 
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表 3-2 武漢大学信息管理学院図書館学系の教員（2019年 1月現在） 
（出典：武漢大学信息管理学院における図書館学系のウェブサイトより作成） 
3.4 まとめ 
本章では、武漢大学の概要と武漢大学における信息管理学院の略史を概観した。 
武漢大学は、中国の湖北省武漢市に位置する国立大学である。1893 年に張之洞により創
設された自強学堂は武漢大学の前身であり、中国で最も歴史がある大学の 1 つである15。 
武漢大学信息管理院の前身は 1929年設立した武昌文華図書館学専科学校であった16。1900
年代からウッド女史を中心に行われた市民が利用することができる図書館建設運動が進め
られた。また、図書館人材不足の問題に対応するためにウッド女史が 1929年、中国の武昌
にてアメリカのニューヨーク州立図書館学校をモデルとする中国最初の図書館情報学教育
機関として、武昌文華図書館学専科学校を設立した。中国最初の図書館学/図書館情報学専
攻の設置が、図書館の発展に大きな貢献をした17。 
 1953年、文華図専は武漢大学に編入され、武漢大学図書館学専修科となった。1955 年に 
2 年制は 3 年制に変更され、さらにその翌 1956 年には名称を武漢大学図書館学系に変更
し、4年制となった。 
  1980年代以降 、大学や学生数の規模拡大の下、1984年 4月、武漢大学は図書館学系を図
書館情報学院に改称し、図書館学系、図書発行学系、アーカイブズ学系、科学情報学系とい
う４つの学系を設置した。図書館学学系には図書館学専攻、図書発行学系には図書発行学専
攻、アーカイブズ学系にはアーカイブズ学専攻、科学情報学系には科学情報学専攻を設置し
図書館学系 
名前 名前 
陳伝夫 司 莉 
黄 亮 呉 丹（教授） 
黄如花 呉 鋼（副教授） 
李明傑 呉志強（副教授） 
陸穎儁 肖希明 
彭斐章 楊思洛（副教授） 
彭敏惠 周力虹 
冉从敬  
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た18。 
1990 年代以降、インターネット時代における情報化の進展に伴って、図書館情報学教育
機関の名称変更およびそれに伴う教育改革が開始した。 最初に図書館情報学部名の名称変
更を進めたのは、北京大学である。1992 年に、学部の名称を図書館情報学系から信息管理
系に改称した 。次いで 2001年、武漢大学図書館情報学院は信息管理学院に改名された。武
漢大学は図書館情報学教育の改革を深化させ、図書館学専攻のほかに、出版学専攻、電子ビ
ジネス学専攻その他の新たな専攻を増設した。2018 年 1 月現在、信息管理学院には、図書
館学系、情報管理科学系、アーカイブと政務情報管理学系、出版科学系、電子ビジネス学系、
保密管理学系という 6 つの「系」が設置された。図書館学系には図書館学専攻、情報管理科
学系には情報管理と情報システム学専攻、アーカイブと政務情報管理学系にはアーカイブ
ズ学専攻、出版科学系には編集出版学専攻、電子ビジネス学系に電子ビジネス学専攻、編集
出版学専攻が設置された19。 
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14 武漢大学信息管理学院.「院系設置」http://www.whu.edu.cn/jgsz/yxsz.htm（参照：
2019.1.10）. 
15 武漢大学のウェブサイト.「大学概観」http://www.whu.edu.cn/xxgk/xxjj.htm.（参照：
2019.1.10）. 
16 武漢大学のウェブサイト.「大学概観」http://www.whu.edu.cn/xxgk/xxjj.htm.（参照：
2019.1.10）. 
17 丁健.近代中国における図書館人材養成機関の設立：武昌文華図書館学専科学校を中心に.
東京大学大学院教育学研究科紀要.2012.vol.52,p.269. 
18 武漢大学信息管理学院編.求実奮進共譜新篇：从文華図専到武漢大学信息管理学院
（1920～2010）.第一版,武漢大学出版社,2010,p.11. 
19 武漢大学信息管理学院編.求実奮進共譜新篇：从文華図専到武漢大学信息管理学院
（1920～2010）.第一版,武漢大学出版社,2010,p.12-13. 
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4. 武漢大学信息管理学院におけるカリキュラム改革前の図書館情
報学教育 
 
前章で述べた通り、武漢大学信息管理学院は、2001 年度に、図書館情報学院から改名さ
れた。その後、2013年度および 2018年度にカリキュラム改革が実施されている。本章では、
2013年度のカリキュラム改革と対比することを目的として、改革直前の 2012 年度の信息管
理学院図書館学専攻のカリキュラムについて概観する。具体的には、まず、中国の大学教育
における学問分野について述べる。次に、武漢大学信息管理学院における図書館学専攻の人
材育成目標を紹介する。さらに、図書館学専攻のカリキュラム体系及び教育計画について説
明する。 
4.1 大学教育における学問領域の体系化 
中国では、大学教育における学問領域が体系化されており、専攻名称および専攻番号が定
められている。例えば、図書館学は、「管理学」（11）の下の「図書情報とアーカイブズ管理」
（1105）のもとに「図書館学」（110501）として位置付けられていた。英語名は、Library 
Scienceである。 
 中国国家教育部は 1998年に「大学本科専攻学科目録（普通高等学校本科専業目録）」を公
表した1。大学本科とは、4年制あるいは 5年制の大学を指す。「大学本科専攻学科目録」は、
全国の大学本科における専攻の統一的な設置基準を示した目録である。本目録では、大学本
科における学問領域を「哲学」（1）、「経済学」（2）、「法学」（3）、「教育学」（4）、「文学」（5）、
「歴史学」（6）、「理学」（7）、「工学」（8）、「農学」（9）、「医学」（10）、「管理学」（11）の 11
の学問分野に分け、各学問分野のもとに大分類を設置し、さらに各大分類のもとに専攻を配
置し、体系化した2。 
 表 4-1は、「管理学」（11）学問分野の専攻目録（1998年）である。「管理学」(11)学問分
野のもとに、「管理科学と工程」（1101）、「経営管理」（1102）、「農業経済管理」（1103）、「公
共管理」（1104）、「図書情報とアーカイブズ管理」（1205）という 5つの大分類が設定されて
いる。「図書情報とアーカイブズ管理」（1105）の大分類のもとには、「図書館学」（110501）、
「アーカイブズ」（110502）、「情報資源管理」（110503）という 3つの専攻が設定されていた。 
 以上のような「大学本科専攻学科目録」における専攻種類及び編成基準に基づいて、各大
学は、院系調整および専攻の開設・編成を行った。武漢大学においても、2012 年、この目録
にそって、表 4-1のように、専攻編成が行われた。（詳しくは、「付録」を参照）。 
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表 4-1 「管理学」学問分野の専攻目録（1998年） 
学問領域 大分類 専攻 
 
 
 
 
 
11 管理学 
1101 
管理科学と工程 
 
1102 
経営管理 
1103 
農業経済管理 
1104 
公共管理 
1105 
図書情報とアーカイブズ管理 
110501 図書館学 
110502 アーカイブズ管理 
110503情報資源管理 
（「大学本科専攻学科目録：新旧専攻学科対照表（2012年 9月）」より作成） 
注 図の中の数字はそれぞれ学問分野番号、大分類番号、専攻番号を示す。 
4.2 図書館学専攻の人材育成目標 
武漢大学信息管理学院図書館学系図書館学専攻の人材育成目標は、武漢大学の「図書館学
専攻本科人材育成方案」3によって定められていた。この方案では、図書館学専攻の人材育
成目標を「科学の進歩に伴い、技術環境において、図書館の業務に必要な高度な知識と技術
を持つ人物を育成すること」とした。高度な情報通信技術、科学に関する知識とコンピュー
ター技術を持つことが目指された。膨大な情報を分析、検索、加工、開発するための能力を
持つ人材を育成するとともに、図書館で、情報サービス機関と企業の情報サービス部門に従
事することができる人材を育成するとされた。 
一方で、武漢大学の他専攻と同様に、マルクス主義・毛沢東思想、及び共産党と政府の政
策法令を習得することが目指された。そのうえで、図書館の基礎知識と研究方法を身につけ
るとされた。また、学生がコンピューター技術やネットワーク技術を通じて、図書、資料、
情報を収集し、科学的に管理、加工する能力を身に着けることを目指した。さらに、理論だ
けではなく、実践的な科目を多数設けており、学生の総合的能力、コミュニケーション能力
を育成することを中心とした教育方法になっていた4。 
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4.3 図書館学専攻のカリキュラム 
本節では、武漢大学及び信息管理学院における図書館学専攻のカリキュラム体系、図書館
学専攻の科目一覧について説明する。 
表 4-2 は、武漢大学信息管理学院の図書館学専攻のカリキュラム体系を示したものであ
る。 
 
表 4-2 武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度のカリキュラム体系 
科目類別 履修科目 必須 
単位数 
合計 
単位数 
備考 
 
教 
養 
科 
目  
教養必修科目 必修科目 
（全学教養） 
26 51 全学共通科目  
 
 
教養選択科目 
選択科目 
（学院教養） 
25 学院共通科目。5 つの領域
（人文科学、社会科学、数
学と自然科学、中国文化と
外国文化、学際研究）に分
けられている 
 
専 
門 
科 
目  
専門必修科目  必修科目 
（専攻教養） 
54 82 専攻提供科目 
専門選択科目 
 
選択科目 
（専攻教養） 
20 
実践科目 
 
必修科目 
（専攻教養） 
8 
任 
意 
科 
目 
  選択科目 
（他専攻、他学
院） 
7 7 他学院/他専攻提供科目  
    140  
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度の教育計画表により作成。） 
 
図書館学専攻の学生は、140 単位を修得する必要があった。教養科目、専門科目、任意科
目に大別されており、それぞれ 51単位、82単位、7単位の修得が必要であった。 
教養科目は教養必修科目と教養教育科目から構成された。教養必修科目は、全学共通の教
養科目であた。教養選択科目は、学院共通の教養科目であった。学院共通の教養科目は、「人
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文科学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」の 5つの領
域に分かれていた。教養科目は 51単位（教養必修科目は 26単位、教養教育科目は 25単位）
取得する必要があった。 
専門科目は、専門必修科目、専門選択科目及び実践科目から構成されていた。これらは、
専攻が提供する科目である。専門科目は、82単位（専門必修科目は 54単位、専門選択科目
は 20単位、実践科目は 8単位）の修得が必要とされた。 
任意科目は、他学院および他専攻が提供する科目である。任意科目は、7単位の修得が必
要である。 
表 4-3 は、武漢大学信息管理学院の図書館学専攻の科目一覧（2012 年度）を示したもの
であった。 
 
表 4-3 武漢大学信息管理学院図書館学専攻の科目一覧（2012年度） 
科目種類 科目名 単位数 
必要な授業時
間 
教 
養 
科 
目 
 
 
教 
養 
必 
修 
科 
目 
 
 
毛沢東思想と中国社会主義理論概論 3 54 
マルクス主義基本原理概論 3 54 
中国近代史と現代史概要 3 54 
思想道徳と法律基礎 3 54 
世界政治経済と国際関係（修了要件に含めず） （2） 36 
国情教育と社会実践（修了要件に含めず） （2） 36 
大学英語 9 162 
体育 4 144 
軍事理論 1 18 
教 
養 
選 
択 
科 
目 
人文科学領域 
社会科学領域 
数学と自然科学領域 
中国文化と外国文化領域 
学際研究領域 
 
 
 
 
専 
専 
門 
必 
修 
科 
情報管理と普及 2 36 
情報経済論 2 36 
情報組織化原理 2 36 
情報組織化実務 2 36 
情報組織化（演習） 1 36 
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科目種類 科目名 単位数 
必要な授業時
間 
門 
科 
目 
 
目 情報記述 3 54 
情報記述（演習） 1 36 
情報資源建設 3 54 
情報サービス 3 54 
情報検索 3 54 
情報レファレンス 3 54 
上級プログラミング言語 2 36 
上級プログラミング言語（演習） 1 36 
データベース原理と応用 2 54 
データベース原理と応用（演習） 1 36 
情報システム設計と応用 3 54 
知的財産管理 3 54 
図書館学研究方法 3 54 
目録学概論 3 54 
図書館学基礎 3 54 
デジタル図書館 3 54 
図書館と情報管理 3 54 
世界の図書館情報事業 2 36 
専 
門 
選 
択 
科 
目 
データ構成（JAVA） 3 54 
データ管理 3 54 
情報システムのメンテナンス 3 54 
知的管理概論 3 54 
文献学概論 3 54 
文献計量学 3 54 
中国図書と図書館史 3 54 
図書館と情報サービス 2 36 
図書館情報専門英語 3 54 
実 
践 
科 
目 
生産労働 なし 2週間 
卒業実習（インターンシップ） 4 8週間 
卒業論文 4  
任意科目 他学院の科目など、好みに応じ自由に選択することができる科目。武漢大学
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科目種類 科目名 単位数 
必要な授業時
間 
信息管理学院における図書館専攻に所属する、すべての学生が最低 9単位を
修得しなければならない。 
図書館学専攻の学生
が、4年間で修得しな
ければならない単位
数：140単位 
 
教養科目：51単位 
教養必修科目：26単位 
教養選択科目：25単位 
専門科目：82単位 
専門必修科目：54単位 
専門選択科目：20単位 
実践科目：8単位 
任意科目：7単位 
 （出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012 年度の教育計画表により作成。。） 
 
なお、単位の計算方法については以下の通りであり、１コマ当たりの時間は 45分とされ
た5。 
・講義科目: 15時間から 18時間迄の範囲で所定の時間の授業をもって 1単位とする 
・演習科目: 30時間から 36時間迄の範囲で所定の時間の授業をもって 1単位とする 
・実習科目: 2週間の範囲で所定の時間の授業をもって 1単位とする 
4.4 まとめ 
第 4 章では、2013 年度に改革されたカリキュラムと対比させることを目的として、改革
前の 2012年度の武漢大学信息管理学院図書館学専攻カリキュラムを概観した。まず、中国
の大学教育における学問分野について、次に、信息管理学院図書館学専攻の人材育成目標、
さらに同専攻のカリキュラム体系について述べた。 
1978 年中国共産党第 11 期中央委員会第 3 回全体大会では、経済に関する、「経済建設
中心」及び「改革開放」という治国方針が発動し、建国から続いていた中央集権化計画経済
から市場経済を目指す改革が進められた6。 
この時期、教養教育においては必修科目の比重を減らし、選択科目を増やした。高等教育
は旧ソ連モデルの影響により、専門教育を重視するとともに細分化され、限られた狭い範囲
のカリキュラムが設置し続けられた7。 
また 1992 年、鄧小平による南巡講話で、社会主義市場経済体制への移行により、教育体
制の政策変化が求められた8。これにより、大学卒業者は国家による職業を配分から、個人
による職業決定という制度変更がなされた9。 
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各大学の人材育成目標も専門人材の育成から多様な知識・能力を有する人材へ育成する
方向へ変化した。それに合わせた教養教育の改革重要な課題になった10。 
教育部は 1998年、「普通大学の本科専攻学科目録」を公表し、本科大学の専攻を、「哲学」
（1）、「経済学」（2）、「法学」（3）、「教育学」（4）、「文学」（5）、「歴史学」（6）、「理学」（7）、
「工学」（8）、「農学」（9）、「医学」（10）、「管理学」（11）の 11の学問分野に大分類し、各
大分類の下に専攻を細分化した。 
「図書館学」（110501）専攻は「図書情報とアーカイブズ管理」（1105）の大分類に配置さ
れた。「図書情報とアーカイブズ管理（1105）」大分類は「管理学」（11）の学問分野に配置
された。 
武漢大学信息管理における図書館学専攻の教育目標は、これまで強調されてきた図書館
業務に従事する人材の育成から、市場経済体制の発展によって生じた需要に応じる育成方
針へと変化していった。 
1990 年代以降、中国大学教育及びその人材育成に新たな目標が見られるようになった。
その原因として、中国における経済改革開放政策の推進に伴い、特に市場経済の体制が次第
に確立されてきたことをあげることができる。21 世紀に入り、グローバル競争の進展に伴
って知識経済が重視される時代となり、中国社会においても知識、情報、技術などが社会経
済の発展に及ぼす影響の重要性が認識されるようになった。各大学は図書館学/図書館情報
学基礎知識及び技能を備えた人材を育成するだけにとどまらず、情報通信技術を中心とし
た情報技術をも習得した複合的な人材を育成する方針となっていた。 
このような背景に伴い、武漢大学信息管理学院における 2012年度の図書館学専攻の人材
育成目的は、「科学の進歩のもと、技術環境において、図書館の業務に必要な高度な知識と
技術を持つ人物を育成することであった。高度な情報通信技術、科学知識とコンピューター
技術を持つことが目指されている。」こととされた。 
人材育成目標の変化とともに、カリキュラムも変化している。2012 年度の図書館学専攻
のカリキュラムでは、情報学に関係が深い「上級プログラミング言語」や「データ構成（JAVA）」
などのような内容が多くなったことがわかった。専門必修科目の中に情報学に関する科目
は約 3分の 2を占めていた。また、専門選択科目では、約半分は情報学に関する科目であっ
た。武漢大学信息管理学院における図書館学専攻は、より多い情報学の知識をカリキュラム
に導入することを目指していたということも明らかにした。 
1 科学技術振興機構中国総合研究センター.中国の高等教育の現状と動向.平成 22 年
版,2010,p.84. 
2 中国国家教育部.「1998 年の普通大学の本科専攻学科目録」（「普通高等学校本科専業目
録」）.http://www.moe.gov.cn/edoas/website18/84/info1212562471366584.htm 
（参照：2019.1.10）. 
3 武漢大学信息管理学院における 2012年度の図書館学専攻教育計画表. 
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4 武漢大学信息管理学院における 2012年度の図書館学専攻教育計画表. 
5 武漢大学信息管理学院のウェブサイト.「学院概況」.http://sim.whu.edu.cn/xy/xygk/（参
照：2019.1.10）. 
6 神崎明坤.中国の大学のカリキュラム改革に関する考察：教養教育を中心として.西南女学
院大学紀要.2017,vol.21,p.183. 
7 神崎明坤.中国の大学のカリキュラム改革に関する考察：教養教育を中心として.西南女学
院大学紀要.2017,vol.21,p.183. 
8 鄧新培,小島麗逸．中国教育の発展と矛盾．御茶ノ水書房．2002，p.70． 
9 楊曈. 中国における教養教育政策の展開と教養教育カリキュラム:3大学の事例比較. 大
学経営政策研究.2013,no.3,p.122. 
10 楊曈. 中国における教養教育政策の展開と教養教育カリキュラム:3大学の事例比較. 大
学経営政策研究.2013,no.3,p.122. 
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5．武漢大学信息管理学院図書館学専攻における 2013 年度のカリキ
ュラム改革 
本章では、文献調査とインタビュー調査により、武漢大学信息管理学院図書館学専攻のカ
リキュラム改革の背景、目的、内容を明らかにする。また、改革前のカリキュラムと比較す
ることによって、その特徴について考察する。 
5.１調査方法 
表 5-1は、インタビュー調査の概要である。武漢大学信息管理学院のカリキュラム改革
を担当した教授 3名を対象として半構造化インタビュー調査を行った。その内訳は、信息管
理学院の副院長（当時）1人、信息管理学院図書館学系の教授（当時）1人、同副教授（当
時）1人である。また、インターンシップを担当する図書館副館長 1 人も調査対象とした。
調査期間は、2017 年 9 月 7 日から 2017 年 9 月 23 日である。調査はすべて筆者が行い、イ
ンタビュー調査の内容は、回答者の許可を得て ICレコーダに録音した。 
質問項目は、2013年度のカリキュラム改革の背景と目的、2013年度のカリキュラム改革
の内容、中国の大学における図書館情報学教育の現状と今後の課題である。 
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表 5-1 インタビュー調査の概要 
日付 
時間 
対象者 場所 
2017/9/15（金） 
13：30～14：48 
図書館学系に所属する教授 
武漢大学信息管理学院 
教授の研究室 
2017/9/17（日） 
14：00～14：47 
図書館学系に所属する副教授 
武漢大学信息管理学院 
副教授の研究室 
2017/9/20（水） 
17：00～19:00 
信息管理学院の副院長 
武漢大学信息管理学院 
副院長の研究室 
2017/9/22（金） 
10：30～11:21 
武漢大学図書館副館長 
武漢大学図書館本館 
副館長オフィス 
 
5.2 改革の背景 
2013 年度の改革は、国家政策としての教養教育の重視、市場ニーズへの適応、情報通信
技術への対応が背景にあったと考えられる。以下、それぞれについて述べる。 
2007年、中国では、大学生の増加に伴う就職率は毎年約 80％台で推移し、就職は難しい
状況であった。2008 年の国際金融危機を背景として、世界の経済は不安定になり、中国で
も、景気が減速し、企業の求人数が大幅に減少したことにより、大学卒業者、特に新卒者の
就職難が中国の社会問題となった1。 
 こうした状況に対応するために、中国国務院は 2009年、「大学卒業生の就職対策強化の通
知」（「関於加強普通高等学校卒業生就業工作的通知」）を公布し、大学生の就業対策を強化
すること及び就職率を向上させることを大学に求めた2。この通知では、中国における経済
社会、市場経済が求めている人材と、大学が輩出している人材がマッチしていないことも大
学生の就職難の 1 つの原因であることを示した。また、大学卒業生の就職難への対策とし
て、大学は経済社会に合わせた人材を育成するために、大学が専門学科を新設する場合、世
界の経済変化、国家経済の発展の方向や将来動向を考慮に入れ、市場ニーズに見合った学科
設定を設置するべきであると指摘した3。 
 2010 年に公表された中国教育改革の文献「2010-2020 年国家中長期教育改革と発展計画
綱要」(国家中長期教育改革和発展規画綱要(2010-2020年))は、2010年から 10年間の中国
の教育の改革と発展を計画するものである。「教育強国」ことと、「教育の質を高める」こと
を重視した4。2013 年 9 月の国連総会上、習近平主席は、「中国は、教育の改革と資金支援
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を拡大し、教育は優先的に発展された」5ことを示した。 
 一方、武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査では、「デジタル時代において
図書館の業務は、新たな技術を採用しなければならなかった。2013 年当時、中国の図書館
学専攻では、情報通信技術面での科目設置は比較的少なく、技術環境の変化に対応していな
かった。武漢大学信息管理学院の情報通信技術に関する科目は少なくないが、これからはさ
らに多く開設する必要がある。これらの改革の主な理由は学生の就職のためである。」6とコ
メントした。また、「2012年度まで、図書館学専攻は学生募集要項で文系に位置づけられて
いたが、2013年度からは、文系・理系に位置づけられている。中国の多くの省では、図書館
学専攻を文系で募集しており、文系・理系として募集しているところは少ない。また、理系
で募集している省は全くない。このことは、図書館学の実情に合っていない。」7と指摘した。 
5.3 大学教育における学問領域の変化 
2012年 9月、中国国家教育部によって 1998年の「大学本科専攻学科目録」が改定された。
この改定では、従来の学問分野である「哲学」（1）、「経済学」（2）、「法学」（3）、「教育学」
（4）、「文学」（5）、「歴史学」（6）、「理学」（7）、「工学」（8）、「農学」（9）、「医学」（10）、
「管理学」（番号は 1998 年の 11 から 2012 年の 12 に変更された）の 11 学問分野に加え、
「芸術学」（13）および「軍事学」（11）が加えられ、計 13学問分野とされた。学問分野数
が増やされた一方、専攻数は 1998年の 635から、506に削減された。 
この改定に伴い、「図書館学専攻」の専攻番号は 110501から 120501に変更された。表 5-
2 は、新目録における「管理学」（12）学問分野の体系を表したものである。1998年の目録
では、「管理学」（11）学問分野のもとに、「管理科学と工程」（1101）、「経営管理」（1102）、
「農業経済管理」（1103）、「公共管理」（1104）、「図書情報とアーカイブズ管理」（1105）の
5 大分類が設定されていたが、これに新たに「物流管理と工程」（1206）、「工業工程」（1207）、
「電子ビジネス」（1208）、「旅行管理」（1209）の 4大分類が追加された。「図書情報とアー
カイブズ管理」大分類においては、1998 年の目録と変わらず、「図書館学」「アーカイブズ
管理」「情報資源管理」の 3つの専攻が設定されている。（詳しくは、「付録１」を参照）。 
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表 5-2 「管理学」学問分野の専攻目録（2012年） 
学問領域 大分類 専攻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 管理学 
1201 
管理科学と工程 
 
1202 
経営管理 
1203 
農業経済管理 
1204 
公共管理 
1205 
図書情報とアーカイブズ管理 
120501 図書館学 
120502 アーカイブズ管理 
120503情報資源管理 
1206 
物流管理と工程 
 
1207 
工業工程 
1208 
電子ビジネス 
1209 
旅行管理 
（「大学本科専攻学科目録：新旧専攻学科対照表（2012年 9月）」より作成） 
注 図の中の数字はそれぞれ学問分野番号、大分類番号、専攻番号を示す。 
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社会科学学部 
 
 
                
 
 
       
 
 
 
  
 
 
 
 
図 5-1 武漢大学信息管理学院学部レベル専攻設置 
（出典：武漢大学信息管理学院のウェブサイトより作成） 
 
図 5-1は、武漢大学信息管理学院は中国の「大学本科専攻学科目録」によって構成された
学部レベル専攻設置である。 
5.4 武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2013 年度のカリキュラム改革 
2013年度のカリキュラム改革では、専攻ごとに人材育成方針が作成された。 
武漢大学信息管理学院図書館学系図書館学専攻の人材育成目標は、武漢大学の「図書館学
専攻本科人材育成方案」8によって、「科学の進歩に伴い、技術環境において、図書館の業務
に必要な高度な知識と技術を持つ人物を育成すること」とされている。高度な情報技術、科
学知識とコンピュータ技術を持つことが目指されている。膨大な情報を分析、検索、加工、
開発するための能力を持つ人材を育成するとともに、図書館で、情報サービス機関と企業の
情報サービス部門に従事することができる人材を育成するとされた。 
図書情報とアーカイブズ管理大分類 管理科学と工程大分類 
図書館学
専攻 
信息管理学院 
社会科学  
 
武漢大学 
情報管理と情報
システム学専攻 
アーカイ
ブズ学専
攻 
編集出版学
専攻 
デジタル出
版学専攻 
電子ビジネ
ス学専攻 
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武漢大学の他専攻と同様、マルクス主義・毛沢東思想、及び共産党と政府の政策法令の方
針を把握させると共に、図書館学の基礎知識と研究方法を身につけさせる。また、学生がコ
ンピューター技術やネットワーク技術を通じて、図書、資料、情報を収集し、科学的に管理、
加工する能力を身に着けることを目指す。さらに、理論だけではなく、実践的な科目を多数
設けており、学生の総合的能力、コミュニケーション能力を育成することを中心とした教育
方法になっている9。 
2013年度のカリキュラム改革は、教養科目を中心として行われた。 
表 5-3 は、武漢大学信息管理学院の図書館学専攻のカリキュラム体系（2013 年度）を示
したものである。 
 
表 5-3 武漢大学信息管理学院の図書館学専攻のカリキュラム体系（2013年度） 
科目類別 履修科目 必須単
位数 
合計 
 
備考 
 
 
教 
養 
科 
目  
教養必修科目 必修科目 
（全学教養） 
26 51 全学共通科目  
 
 
教養教育科目 
選択科目/必修科
目（学院教養） 
25 学院共通科目。7つの領域
（交流と作文領域、数学と
推理領域、人文と社会領
域、自然と工程領域、芸術
と審美領域、中国と世界領
域、研究と革新領域）に分
けられている 
 
専 
門 
科 
目  
専門必修科目  必修科目  52 80 専攻提供科目 
専門選択科目 
 
選択科目 
 
20 
実践科目 
 
必修科目 
 
8 
任 
意 
科 
目 
  選択科目 
（他専攻、他学
院） 
9 9 他学院/他専攻提供科目  
    140  
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2013年度の教育計画表により作成。） 
 
46 
 
図書館学専攻の学生は、140 単位を修得する必要がある。教養科目、専門科目、任意科目
に大別されており、それぞれ 51単位、80単位、9単位の修得が必要であるとさされた。 
教養科目は、教養必修科目と教養教育科目から構成された。教養必修科目は、全学共通の
教養科目である。教養教育科目は、学院共通の教養科目である。学院共通の教養科目は、「交
流と作文領域」、「数学と推理領域」、「人文と社会領域」、「自然と工程領域」、「芸術と審美領
域」、「中国と世界領域」、「研究と革新領域」、「学際研究」の 7つの領域に分かれた。教養科
目は 51単位（教養必修科目は 26単位、教養教育科目は 25単位）取得する必要があるとさ
れた。 
専門科目は、専門必修科目、専門選択科目及び実践科目から構成された。これらは、専攻
が提供する科目である。専門科目は、80単位（専門必修科目は 52単位、専門選択科目は 20
単位、実践科目は 8単位）の修得が必要であるとされた。 
任意科目は、他学院および他専攻が提供する科目である。任意科目は、9単位の修得が必
要であるとされた。 
表 5-4 は、武漢大学信息管理学院の図書館学専攻の科目一覧（2013 年度）を示したもの
である。 
 
表 5-4 武漢大学信息管理学院における図書館学専攻の科目一覧（2013年度改定） 
科目種類 科目名 単位数 必要な授業時間 
教 
養 
科 
目 
教 
養 
必 
修 
科 
目 
 
 
 
毛沢東思想と中国社会主義理論概論 3 54 
マルクス主義基本原理概論 3 54 
中国近代史と現代史概要 3 54 
思想道徳と法律基礎 3 54 
世界政治経済と国際関係（修了要件に含めず） （2） 36 
国情教育と社会実践（修了要件に含めず） （2） 36 
大学英語 9 162 
体育 4 144 
軍事理論 1 18 
教 
養 
教 
育 
科 
目 
交流と作文領域 
少なくとも 2単位修
得する必要あり 
数学と推理領域 
（図書館専攻に所属する学生は以下の 4科目すべてを
修得する必要あり） 
少なくとも 9単位修
得する必要あり 
統計分析システム SPSS（理論） 2 36 
統計分析システム SPSS（演習） 1 36 
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科目種類 科目名 単位数 必要な授業時間 
高等数学 F 4 72 
コンピューターと基礎 2 36 
人文と社会領域 
少なくとも 4単位単
位修得する必要あり 
自然と工程領域 
少なくとも 4単位単
位修得する必要あり 
芸術と審美領域 
少なくとも 2単位単
位修得する必要あり 
中国と世界領域 
（図書館専攻に所属する学生は以下の１科目を 
修得する必要あり） 
少なくとも 2単位単
位修得する必要あり 
 世界の図書館情報事業 2 36 
研究と革新領域 
少なくとも 2単位単
位修得する必要あり 
 
 
 
 
専 
門 
科 
目 
 
専 
門 
必 
修 
科 
目 
情報管理と普及 2 36 
情報経済論 2 36 
情報組織化原理 2 36 
情報組織化実務 2 36 
情報組織化（演習） 1 36 
情報記述 3 54 
情報記述（演習） 1 36 
情報資源建設 3 54 
情報サービス 3 54 
情報検索 3 54 
情報レファレンス 3 54 
高級プログラミング言語 2 36 
高級プログラミング言語（演習） 1 36 
データベース原理と応用 2 54 
データベース原理と応用（演習） 1 36 
情報システム設計と応用 3 54 
知的財産管理 3 54 
図書館学研究方法 3 54 
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科目種類 科目名 単位数 必要な授業時間 
目録学概論 3 54 
図書館学基礎 3 54 
デジタル図書館 3 54 
図書館と情報管理 3 54 
専 
門 
選 
択 
科 
目 
データ構成（JAVA） 3 54 
データ管理 3 54 
ウェブサイト設計と開発 3 54 
情報システムのメンテナンス 3 54 
知的管理概論 3 54 
文献学概論 3 54 
文献計量学 3 54 
中国図書と図書館史 3 54 
図書館と情報サービス 2 36 
図書館情報専門英語 3 54 
実 
践 
科 
目 
生産労働 なし 2週間 
卒業実習 4 8週間 
卒業論文 4  
任意科目 
他学院の科目など、好みに応じ自由に選択することができる科目。武漢信息
管理学院における図書館専攻に所属する、すべての学生が最低 9単位を修得
しなければならない。 
図書館学専攻の学生が、
4年間で修得しなければ
ならない単位数：140 単
位 
 
教養科目：51単位 
教養必修科目：26単位 
教養選択科目：25単位 
専門科目：80単位 
専門必修科目：52単位 
専門選択科目：20単位 
実践科目：8単位 
任意科目：9単位 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2013年度の教育計画表により作成） 
  
表 5-5は、図書館学専攻における 2012年度と 2013 度の科目設置の比較を示した。 
49 
 
 
表 5-5 図書館学専攻における 2012年度と 2013年度のカリキュラムの比較 
 2012年度 2013年度 
 
 
 
 
 
教 
養 
科 
目  
教養必修科目 単位数 変化なし 26単位 
 
 
 
 
 
 
 
教養選択科目
（2012年度）/ 
教養教育科目 
（2013年度）  
名称 教養選択科目 教養教育科目 
単位数 25 25 
領域 5つの領域 
（439科目） 
①人文科学 
②社会科学 
③数学と自然科学 
④中国文化と外国文化 
⑤学際研究 
7つの領域 
（1002科目） 
① 人文と社会 
② 数学と推理 
③ 自然と工程 
④ 交流と作文 
⑤ 芸術と審美 
⑥ 中国と世界 
⑦ 研究と革新 
必修科目 なし ・統計分析システムSPSS（理論） 
・統計分析システムSPSS（演習） 
・高等数学 F 
・コンピューターと基礎 
・世界の図書館情報事業（2012
年度の専門必修科目から移
動。） 
 
専 
門 
科 
目 
専門必修科目 単位数 54単位 52単位  
専門選択科目 単位数 変化なし 20単位 
実践科目 単位数 変化なし 8単位 
任 
意 
科 
目 
 
 
単位数 
 
7単位 
 
9単位 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012 年度及び 2013 年度の教育計画表により
作成。） 
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 2012年度のカリキュラムと 2013年度のカリキュラムと比べると、次のようないくつかの
特徴が見られる。 
2013年度の改革は教養教育科目を中心に行われた。 
武漢大学では、教養教育科目は、2013年度以前の 5つの領域（「人文科学」、「社会科学」、
「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」）から 2013年度の 7 つの領域（「交
流と作文」、「数学と推理」、「人文と社会」、「自然と工程」、「芸術と審美」、「中国と世界」、
「研究と革新領）に変化した。科目数も 2012年度の 439から 2013年度の 1002 まで増加し
た10。この改革は、学生が幅広い科目を選択できるように広い範囲の科目をより多く用意し
たものである。 
2013年度から、教養教育科目では、指定された科目（必修科目に相当）も設置された。 
単位の変化から見て、卒業必修単位数について、4年間に取得が必要とされる単位数は変
化せず、計 140 単位である。2012 年度以前と明確に違っているのは専門必修科目の単位数
が減少し、全部で 54 単位から 52 単位まで少なくなったことである。任意科目の単位数が
増加し、これによって、全部で 7単位から 9単位になった。 
また、武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査から、「2013年度の改革につい
て、一番の大きな変化は大学生の募集方式である」11とのことであった。具体的には、2012
年度より前に武漢大学信息管理院の大学生を募集するときは、専攻ごとに学生募集をして
きた。図書館学専攻を例とすると、図書館学専攻を希望する受験者は必ず「全国統一大学入
学試験」に受験する必要があり、武漢大学信息管理院における図書館学専攻の合格の最低点
を超えていれば合格とする方式が認めることとなった。学部の教育科目も図書館学専攻や
電子ビジネス学専攻、情報管理と情報システム学専攻、アーカイブズ管理学専攻、編集出版
学専攻、電子出版学専攻に分け、その授業は 1年次から専攻を分け、授業を受けた12。 
2012年の新たな「大学本科専攻学科目録」公表後、2013年度から、武漢大学信息管理学
院は「管理科学と工程」（1201）及び「図書情報とアーカイブズ管理」（1205）の 2つの大分
類で学生を募集するようになった。 
2012 年度は専攻を選択するのは入学前であり、学生は自分の専攻への興味が分かる前に
選択する必要があった。中国の大学における専攻設置は細かく、12の学問分野、92の大分
類、352 専攻がある。武漢大学信息管理の教授から、「実は多くの受験生はそれぞれの専攻
の違いをきちんと理解していない。そのため、この改革により、学生が入学後、しばらくの
間の勉強や生活によって、学生がある程度で自分の興味に基づいて専攻を選択できるよう
になった。」とコメントした13。 
武漢大学信息管理学院における図書館学専攻では入学後の 1 年次は、教養科目を受ける
ことにより、学生は社会の発展状況を知ることができる。そして、学生の専攻選択の自由度
を増やし、さらに社会的ニーズに合わせることができるようになった。 
 武漢大学信息管理学院の副院長は、教養科目の改革は、「専攻する分野の理解を助け、幅
広い学際的視野から問題解決することを狙っている。また、必要の基本的な知識、更に総合
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的能力、問題を捉える能力を培うことを重視している。学生にとって総合的な知識の構造・
基礎・基本を重視している。」14とコメントした。 
5.5 まとめ 
本章では、文献調査とインタビュー調査により、武漢大学信息管理学院図書館学専攻のカ
リキュラム改革の背景、目的、内容を明らかにした。また、改革前の 2012年度のカリキュ
ラムと比較することによって、その特徴について考察した。 
2008年以来、中国では、大学生の増加に伴う就職は難しい状況であった15。また、現在中
国における市場経済が求めている人材と、大学が輩出している人材がミスマッチしていな
いいる16。大学は経済社会に合わせた人材を育成するために、大学が科目を新設する場合、
市場ニーズに見合った学科を設置するべきであることを求めている17。 
このような背景の下、武漢大学信息管理院図書館学専攻では、カリキュラム改革が行われ
た。武漢大学では、全学の教養必修科目のほか、学院ごとの教養教育科目も新設された。ま
た、専攻ごとに専門科目が設けられ、専門必修科目と任意選択科目が提供された。2013 年
度の科目設置は 2012年度と比べて、あまり変化していない。変わった部分としては、2013
年度は 2012年度により専門必修科目の単位数が少し減少する一方で、任意選択科目の単位
数が増加したことをあげることができる18。 
武漢大学では、教養教育科目の総単位数の変化はなかったものの、5 つの領域（「人文科
学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」）から 7つの領
域（「交流と作文」、「数学と推理」、「人文と社会」、「自然と工程」、「芸術と審美」、「中国と
世界」、「研究と革新」）に拡大された。また、以前は全て選択科目であったが、現在は指定
された科目（必修科目）も加えられた。また、領域毎に 2単位以上を習得する必要があると
された。武漢大学信息管理の教授によると「学生はより広い範囲の科目を選択しなければな
らないと規定されたことにより、より広い範囲の科目をもつ図書館学専攻が学生の就職に
有利になる。」とのことであった19。 
 
1 科学技術振興機構中国総合研究センター.中国の高等教育の現状と動向.平成 22 年
版,2010,p.173. 
2 科学技術振興機構中国総合研究センター.平成 22 年版中国の高等教育の現状と動
向.2010,p.173. 
3 科学技術振興機構中国総合研究センター.平成 22 年版中国の高等教育の現状と動向.2010,
ｐ174. 
4 中華人民共和国国家統計局編.中国年鑑 2011． 
5 中華人民共和国国家統計局編.中国年鑑 2014． 
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6 2017年 9月 15日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対するイ
ンタビュー調査より. 
7 2017年 9月 22日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対するイ
ンタビュー調査より. 
8 武漢大学信息管理学院における 2013年度の図書館学専攻教育計画表. 
9 武漢大学信息管理学院における 2013年度の図書館学専攻教育計画表. 
10 肖安東,漆玲玲,王贇.武漢大学通識選択科目の改革と発展.中国論文ウェブサイト科技論
文,2015, https://www.xzbu.com/8/view-6879228.htm.（参照：2019-1-10）. 
11 2017 年 9 月 15 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対する
インタビュー調査より. 
12 2017 年 9 月 20 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対する
インタビュー調査より. 
13 2017 年 9 月 15 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対する
インタビュー調査より. 
14 2017 年 9 月 15 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で副院長に対するインタビュ
ー調査より. 
15 科学技術振興機構中国総合研究センター.平成 22年版中国の高等教育の現状と動向.2010,
ｐ.171-175. 
16 科学技術振興機構中国総合研究センター.平成 22年版中国の高等教育の現状と動向.2010,
ｐ175. 
17 科学技術振興機構中国総合研究センター.平成 22年版中国の高等教育の現状と動向.2010,
ｐ175. 
18 武漢大学信息管理学院における 2013年度の図書館学専攻教育計画表. 
19 2017 年 9 月 17 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で副教授に対するインタビュ
ー調査より. 
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6.武漢大学信息管理学院図書館学専攻における 2018 年度のカリキ
ュラム改革 
本章では、文献調査及びインタビュー調査の結果から、武漢大学信息管理学院図書館学専
攻における 2018 年度のカリキュラムの改革について検討する。第 1 節は 2018 年度の改革
背景について述べた。第 2節は 2018年度の武漢大学信息管理学院のカリキュラム体系およ
び、「図書情報とアーカイブズ管理大分類」における図書館学専攻のカリキュラムを中心に、
2018年度の図書館情報学教育のカリキュラム改革について検討する。 
6.1 改革の背景 
2018年度のカリキュラム改革の背景には、政府の世界一流大学育成政策と、2016年の武
漢大学信息管理学院による「図書情報とアーカイブズ管理大分類の人材育成方針」1の公布
を挙げることができる。 
まず、世界一流大学育成政策について述べる。2015年 10月、中国国務院が発表した「世
界一流大学・一流学科建設の統一的推進のための全体案」では、2020 年までに一部の大学
及び学科が世界一流レベルを到達する、2030 年まで多くの大学が世界一流クラスに入り、
若干の大学世界トップクラスに入ることを目標と定めた。中国では、2050 年までに、高等
教育強国を作る目標を掲げている2。具体的な内容は、⑴一流の素質を備えた教授陣を育成
する、⑵優秀な創造性のある人材を育成する、⑶科学研究レベルを引き上げる、（4）伝統的
な文化を伝承しながら革新する、（5）成果転化の推進に尽力する、といった改革を求めてい
る3。 
2013年度のカリキュラム改革では、専攻ごとに人材育成方針が作成されたが、2018年度
の改革では、専攻の上位組織である大分類ごとに人材育成方針が作成された。武漢大学信息
管理学院の学部レベルの教育組織は、図 5-1に示した通りである。図書館学専攻は、「図書
情報とアーカイブズ管理大分類」に属する。 
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図 5-1 武漢大学信息管理学院学部レベル専攻設置 
（出典：武漢大学信息管理学院のウェブサイトより作成） 
 
 2016年に、武漢大学信息管理学院は、「図書情報とアーカイブズ管理大分類の人材育成方
針」4を発表した。この方針では、下記のように述べられている。 
⑴情報管理の理論とスキルを身に着け、情報技術を修得し、また、技術を使って情報を検索
し、分析し、評価し、伝播し、管理し、開発する能力を備えている人材を育成する。 
⑵国家機関や各企業の情報部門、図書館や資料館などの専門的な情報サービス機構、または
出版機構、新聞機構と文化宣伝機構において情報管理とサービスを提供できる人材を育成
する。 
⑶経済や社会の発展に合わせて強い能力を備えている複合型人材を育成する。 
⑷学生がマルクス主義基本原理を把握し、広い知識面と合理的な知識構造を持ち、わが国の
文化、教育、図書館、アーカイブまたは出版事業に関わる方針、政策と法律に精通すること
を支援する。また、学生が図書館学、アーカイブ管理学と出版学の基礎的な知識と理論を把
握し、外国語文献を読んで分析する技能、文字表現能力やコミュニケーション能力を持ち、
図書情報とアーカイブズ管理大分類 管理科学と工程大分類 
図書館学
専攻 
信息管理学院 
社会科学  
 
武漢大学 
情報管理と情報
システム学専攻 
アーカイ
ブズ学専
攻 
編集出版学
専攻 
デジタル出
版学専攻 
電子ビジネ
ス学専攻 
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コンピューターとインターネットを用いて情報の収集、組織、検索、分析、評価、伝達、保
存及び開発を行うことができるように育成する。さらに、学生たちがそれらの技能を図書と
アーカイブ管理、政務情報管理、出版物の発行と経営販売、製品のデザイン、文化宣伝、教
育や科学研究などに応用できるように育成する。 
武漢大学信息管理学院の教授である呉は、「2018年度の大分類の教育科目の編成では、マ
ルクス主義基本原理を把握し、広い知識面と合理的な知識構造を持ち、わが国の文化、教育、
科学・図書館、アーカイブズまたは出版事業に関わる方針、政策と法律を把握することが要
求された。」と述べた5。 
6.2 武漢大学信息管理学院のカリキュラム改革 
 本節では、2018年度の武漢大学信息管理学院のカリキュラム体系および、「図書情報とア
ーカイブズ管理大分類」における図書館学専攻のカリキュラムを中心に、2018 年度の図書
館情報学教育のカリキュラム改革について検討する。 
6.2.1 武漢大学信息管理学院のカリキュラム体系 
 2018年度のカリキュラム体系は、表 6-1のとおりである。カリキュラム体系は、公共基
礎科目、教養教育科目、専門教育科目の 3つに分けられる。以下、それぞれの科目につい
て述べる。 
 
(1) 公共基礎科目 
公共基礎科目は、すべて必修科目である。全学共通科目と学院共通科目から構成されてい
る。全学共通の公共基礎科目は、政治思想理論、体育、軍事理論、大学英語、高等数学に関
する科目であり、8 科目 21 単位から構成されている。学院共通の公共基礎科目は、高等数
学、コンピューター基礎と応用、国語に関する科目であり、各学院が専攻ごとに履修すべき
単位数を決める。図書館学専攻については、3 科目 12 単位と定められている。よって、図
書館学専攻では、11科目 33単位を履修する必要がある。 
 
（2）教養教育科目 
教養選択科目は全学共通科目であり、必修科目と選択科目がある。必修科目は、2科目 4
単位であり、人文社会学領域の基礎と自然科学領域の基礎を学ぶ科目となっている。但し、
これらの科目は、修了要件には含まれない。 
選択科目は、4 つの領域に分けられている。「中国文化と世界文化」、「科学精神と生命配
慮」、「社会科学と現代社会」、「芸術体験と審美鑑賞」である。それぞれの領域には、コア教
養科目と一般教養科目から構成されている。コア教養科目は計 60科目、一般教養科目は計
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600科目提供されている。4つの領域から少なくとも 3領域から、コア教養科目 1科目 2単
位、一般教養科目 1科目 2単位、計 6科目 12単位を履修する必要がある。なお、「中国文化
と世界文化」領域と「芸術体験と審美鑑賞」領域は必修である。文理融合の観点から、文系
の学生は「科学精神と生命配慮」領域から、理系の学生は「社会科学と現代社会」から選択
する。 
例えば、図書館学専攻の学生は、下記のように履修する。 
・「中国文化と世界文化」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
・「科学精神と生命配慮」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
・「芸術体験と審美鑑賞」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
 
(3)専門教育科目 
専門教育科目は、専門基礎科目と専門科目で構成される。以下、それぞれの科目について
述べる。 
①専門基礎科目 
専門基礎科目は、各学院の大分類によって設定されている。例えば、図書館学専攻の専
門基礎科目は、信息管理学院「専門基礎科目」は、「図書情報とアーカイブズ管理大分類」
によって設定されている。基礎的専門科目であり、必修科目は 19科目 41単位、選択科目
は科目 26単位、計 67 単位を履修する必要がある。対象は、1年生から 4年生である。 
②専門科目 
専門科目は、高度な学術知識について学ぶ科目である。必修科目は 12科目 24単位、選
択科目は 2科目 4単位を履修する必要がある。対象は、2年生から 4年生であり、必修科
目と選択科目がある。 
 
 以上のように、武漢大学信息管理学院のカリキュラムは、公共基礎科目、教養教育科目、
専門教育科目から構成され、計 140単位を履修する必要がある。 
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表 6-1 武漢大学信息管理学院の 2018年度のカリキュラム体系 
科目類別 履修科目 必須単
位数 
合計 備考 
 
 
公共
基礎
科目 
政治思想理論 
体育 
軍事理論 
大学英語 
高等数学など 
 
必修科目 
（全学共通）  
33 33 
 
高等数学、コン
ピューター基礎
と応用、国語な
どについては、
各学院が専攻履
修すべき単位数
を決める。 
必修科目 
（学院共通） 
 
 
 
教養
教育
科目  
必修教養科目 
（指定された科
目=必修科目） 
必修科目 
（学院共通） 
（4）  （4） 人文社会学領域の基礎と自然科学
領域の基礎、2つの科目 
修了要件に含めない 
 
選択教養科目 
（選択科目） 
 
選択科目 
（学院共通） 
12 12 4つの領域を含む、学生は少なくと
も 3 つ以上の領域に跨り、少なく
とも 12単位を修得する。 
全学の学生は「中国文化と世界文
化」と「芸術体験と審美鑑賞」領域
の科目が履修必要となる。 
文系の学生は「科学精神と生命配
慮」領域から、理系の学生は「社会
科学と現代社会」から選択する。 
専門
教育
科目  
専門基礎科目 
各学院の大分類
によって設定さ
れている。 
専門基礎必修
科目 
41 95 大分類下の全ての専攻の学生は履
修必要となる。 
専門基礎選択
科目 
26 
 
専門科目 
（専攻ごと） 
専門必修科目 24   
  専門選択科目 4 
   140  
（出典：武漢大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
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学生へのインタビュー調査では、「2018年度以前は、専門科目が少なかったため、大学教
育の質の低下が心配された。2018 年度より専門科目が増えたため、教養教育と専門教育の
バランスがよくなった。」6とのことであった。 
また、教授へのインタビュー調査からは、「2018 年度以前のカリキュラムでは、専門科目
の中、専門選択科目は 3 科目 6 単位の中で 2 科目 4 単位を履修必須となる。専門選択科目
を選択する余地があまりなかった7」とのコメントが得られた 
6.2.2 図書館学専攻のカリキュラム 
 表 6-2 は、「図書情報とアーカイブズ管理大分類」における図書館学専攻の 2018 年度の
カリキュラムである。図書館学専攻の学生は、140 単位を修得する必要がある。公共基礎科
目、教養教育科目、専門教育科目に大別されており、それぞれ 33単位、12単位、95単位の
修得が必要である。以下、公共基礎科目、教養教育科目、専門教育科目それぞれについてみ
ていく。 
 
(1)公共基礎科目（33単位） 
11科目 33単位（「毛沢東思想と中国社会主義理論概論」「マルクス主義基本原理概論」「思
想道徳と法律基礎」「中国近代史と現代史概要」「形勢と政策」「体育」「軍事理論」）である。
但し、「国情教育と社会実践」については、修了要件には含まれない。毛沢東思想や中国社
会主義、マルクス主義など、中国国家をささえる主義思想のほか、法律や政策、軍事理論に
関する科目が含まれている。 
信息管理学院の共通科目は、3科目 12単位（「大学英語」「コンピューターの基礎と応用」
「高等数学」）である。なお、武漢大学の学生は武漢大学英語水平試験を受ける必要がある
が、この試験で優秀な成績を修めた学生は大学英語の一部履修免除が認められる。 
 
（2）教養教育科目（12単位） 
教養選択科目は全学共通科目であり、必修科目と選択科目がある。必修科目は、2科目 4
単位であり、人文社会学領域の基礎と自然科学領域の基礎を学ぶ科目となっている。但し、
これらの科目は、修了要件には含まれない。 
教養選択科目は全学共通科目であり、4 つの領域に分けられている。「中国文化と世界文
化」、「科学精神と生命配慮」、「社会科学と現代社会」、「芸術体験と審美鑑賞」である。それ
ぞれの領域には、コア教養科目と一般教養科目から構成されている。コア教養科目は計 60
科目、一般教養科目は計 600 科目提供されている。4 つの領域から少なくとも 3 領域から、
コア教養科目 1科目 2 単位、一般教養科目 1科目 2単位、計 6科目 12単位を履修する必要
がある。なお、「中国文化と世界文化」領域と「芸術体験と審美鑑賞」領域は必修である。
文理融合の観点から、文系の学生は「科学精神と生命配慮」領域から、理系の学生は「社会
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科学と現代社会」から選択する。 
例えば、図書館学専攻の学生は、下記のように履修する。 
・「中国文化と世界文化」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
・「科学精神と生命配慮」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
・「芸術体験と審美鑑賞」から、コア教養科目 1科目 2単位＋一般教養科目 1 科目 2単位 
 
(3) 専門教育科目（95単位） 
専門教育科目は、専門基礎科目と専門科目で構成される。以下、図書館学専攻のそれぞれ
の科目について述べる。 
 
 ①専門基礎科目 
 先に述べたように、専門基礎科目は各学院の大分類によって設定されている。図書館学専
攻は、「図書情報とアーカイブズ管理大分類」に属する。同大分類の必修科目は 19 科目 41
単位（「データベース原理と応用」「データベース原理と応用（演習）」「情報システム分析と
設計」「ウェブサイト設計と開発」「ウェブサイト設計と開発（演習）」「知的財産管理」「文
献と出版の歴史」「社会調査と統計分析」「社会調査と統計分析（演習）」「卒業実習」「卒業
論文・設計」）である。 
一方、選択科目は、41単位（「新入生ゼミナール」「管理学基礎」「情報政策と法律」「情報
経済学」「社会科学研究方法」「確率論と統計」「情報計量学」「社会インターネット分析」
「Python 言語」「マルチメディア技術と応用」「データ構成」「情報可視化」「データ開発」
「データ分析と管理」「文献編纂」「文献学概論」「専攻英語」「異文化コミュニケーションと
管理」「ターゲット分析」「インターネット広告」「デジタル資源保存」「意味ネットワーク基
礎」「文化遺産改革起業」「プロジェクト管理」）提供されている。うち 26単位以上の修得が
必要である。「新入生ゼミナール」は、新入生に向けて開設された少人数クラスの科目であ
る。この科目は、「教師と学生との交流を重視する科目である。新入生が視野を広くし、勉
強への積極性を高めることに有利である。」とのことである8。 
また、武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査では、「武漢大学は世界の一
流大学に向けて、強い創新能力と実践能力を持つ人材を育成している。」9と述べられた。
学生の創業・創新能力を育成するために、2018年度に創新創業科目を新しく創設した。創
新創業科目は文化遺産創新創業科目（2単位）とプロジェクト管理科目（3単位）を含
む。少なくとも 3単位取得必要あり、プロジェクト管理科目（3単位）は必修科目とな
る。 
 
 ②専門科目  
専門科目は、各専攻で設定される。図書館学専攻では必修科目として、12 科目 24 単位
（「図書館学基礎」「情報組織化」「情報組織化（演習）」「情報記述」「情報記述（演習）」「目
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録学」「情報資源建設」「図書館と情報中心管理」「情報サービスとユーザー」「情報分析と政
策諮問」「図書館情報研究方法」「デジタル図書館原理」）を修得する必要がある。 
選択科目は、3 科目 6 単位（「情報製品とサービス運営」「グローバル図書情報事業」「知
的管理」）が提供されているが、うち 4単位以上の修得が必要である。 
 
表 6-2 図書情報とアーカイブズ管理大分類における図書館学専攻のカリキュラム（2018年
度） 
科目種類 科目名 
 
総
単
位 
総
授
業
時
間 
 
 
公
共
基
礎
科
目 
 
 
必修科目 
11科目  
33単位 
  
毛沢東思想と中国社会主義理論概論 4+2   
マルクス主義基本原理概論 3   
思想道徳と法律基礎 3   
中国近代史と現代史概要 2   
形勢と政策 2   
国情教育と社会実践（修了要件に入れない） 2   
体育 4   
軍事理論 1   
大学英語 6   
コンピューターの基礎と応用 2   
高等数学  4   
教
養
教
育
科
目 
必修科目 
2科目 4 単位 
（修了要件に含めない） 
人文社会学領域の基礎と自然科学領域の基礎の 2つの科目 
選択科目 
12単位 
4つの領域（「中国文化と世界文化」、「芸術体験と審美鑑賞」、
「科学精神と生命配慮」、「社会科学と現代社会」）を含む、学
生は少なくとも 3 つ以上の領域を跨り、少なくとも 12 単位を
取る。 
全学の学生は「中国文化と世界文化」及び「芸術体験と審美鑑
賞」領域中の科目を履修しなければならない。文系の学生は「科
学精神と生命配慮」領域から、理系の学生は「社会科学と現代
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社会」から選択する。 
コア教養科目は計 60 科目、一般教養科目は計 600 科目提供さ
れている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門
教
育
科
目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門基 
礎科目 
57 単位 
 
 
 
 
 
専門基礎 
必修科目 
19 科目  
41 単位 
  
  
  
  
  
  
   
情報管理学基礎 2 32 
情報組織化原理 2 32 
情報レファレンス 3 48 
メディア学基礎 2 32 
新媒体概論 2 32 
コンピューターとインターネット 2 32 
高級プログラミング言語 2 32 
高級プログラミング言語（演習） 1 24 
データベース原理と応用 2 32 
データベース原理と応用（演習） 1 24 
情報システム分析と設計 3 48 
ウェブサイト設計と開発 2 32 
ウェブサイト設計と開発（演習） 1 24 
知的財産管理 2 32 
文献と出版の歴史 3 48 
社会調査と統計分析 2 32 
社会調査と統計分析（演習） 1 24 
卒業実習 4 8週 
卒業論文・設計 4 8週 
 
 
 
専門基礎 
選択科目  
26 
単位 
  
  
  
  
  
  
新入生ゼミナール 1 16 
管理学基礎 3 48 
情報政策と法律 3 48 
情報経済学 2 32 
社会科学研究方法 2 32 
確率論と統計 2 32 
情報計量学 3 48 
社会インターネット分析 3 48 
Python 言語 3 48 
マルチメディア技術と応用 3 48 
データ構成 3 48 
情報可視化 3 48 
データ開発 3 48 
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データ分析と管理 3 48 
文献編纂 2 32 
文献学概論 3 48 
専攻英語 2 48 
異文化コミュニケーションと管理 2 32 
ターゲット分析 3 48 
インターネット広告 2 32 
デジタル資源保存 3 48 
意味ネットワーク基礎 3 48 
文化遺産改革起業 2 32 
プロジェクト管理 3 48 
 専門科目 
 28 
 
専門 
必修科目  
12 科目 
24 単位 
  
  
   
図書館学基礎 3 48 
情報組織化 1 16 
情報組織化（演習） 1 24 
情報記述 2 32 
情報記述（演習） 1 24 
目録学 3 48 
情報資源建設 3 48 
図書館と情報中心管理 2 32 
情報サービスとユーザー 2 32 
情報分析と政策諮問 2 32 
図書館情報研究方法 2 32 
デジタル図書館原理 2 32 
専門 
選択科目 
2 科目 
4 単位 
情報製品とサービス運営 2 32 
グローバル図書情報事業 2 32 
知的管理 2 32 
図書館学専攻の学生が、修得
しなければならない単位数：
140単位 
 
公共基礎科目：33単位 
教養教育科目：12単位 
専門教育科目：95単位 
専門基礎科目：67単位 
専門科目：28単位 
（出典：武漢大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
 注：「総」は全てを意味する。 
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 図書館学専攻の修了要件は、以下の通りである。 
⑴ 在学年数 
中国高等教育法により、大学本科教育科目は 4年制と定められている。但し、医学 
部など、専攻によっては 5年のところがある。また学業成績が極めて優秀な学生の飛
び級制度を認めている（3年間所定単位をすべて取得すれば卒業可能だが、大多数は 
4 年卒業となる。）が、大学によって異なる。基本的には卒業に 4 年間かかる。 
⑵ 最終試験 
  必ず卒業テストに合格しなければならない。卒業論文を提出すると、最後に卒業試
験が行われる。卒業試験とは、卒業論文審査と最終発表により行われる。 
⑶ 卒業論文 
 中国において、「学士」の学位は、普通大学の本科教育科目を修了し、卒業論文を
合格した学生に授与される。専攻によっては卒業論文に替えて、作品制作により審査
することが認められる。 
武漢大学信息管理学院における図書館学専攻では、卒業論文を合格した学生に「管
理学」の学位を授与する。 
⑷ インターンシップ 
インターンシップには授業の一環として、学生は会社でインターンシップをし、半年
程度就業体験をしなければならない。社会人への準備段階として大学で学んだ知識を
実践する場として、官公庁、会社などの現場での就業体験を行う実習科目である。   
武漢大学信息管理学院における図書館学専攻もインターンシップは授業の一環とし
て実施されている。インターンシップは、大学 4年生の休みを利用して行っている。各
企業のウェブサイトなどを通じて自己応募して参加し、或いは大学経由で応募し参加
する。インターンシップ評価報告書を大学に提出が必要となり、インターンシップ終了
後、単位が付与される。 
6.3 まとめ 
本章では、文献調査とインタビュー調査により、武漢大学信息管理学院図書館学専攻の
2018年度のカリキュラム改革の背景、目的、内容を明らかにした。また、2013 年度のカリ
キュラムと比較することによって、その特徴について検討した。 
2018年度のカリキュラム改革は、政府の世界一流大学育成政策と、2016年の武漢大学信
息管理学院による「図書情報とアーカイブズ管理大分類の人材育成方針」により行われてい
た。 
改革の特徴について、まずは武漢大学信息管理学院における 2018年度の学生募集方式は、
2013 年度と同じ大分類で学生を募集している、図書館学専攻を例とすると、受験者は「全
国統一大学入学試験」を受験し、武漢大学信息管理院の「図書情報とアーカイブズ管理大分
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類」の合格の最低点を超えていれば合格とする方式が認められた。入学後、1年次から専攻
を分けずに、授業を受ける10。1 年間の専門基礎知識を受けて、2 年次から専攻ごとに授業
を受ける。これによって、入学後の勉強や生活によって、学生がある程度、自分の興味に基
づいて専攻を選択できるようになった。 
2018年度には、教養教育および専門教育の改革が行われた。 
 ⑴教養教育について、武漢大学信息管理学院では、教養教育科目は、2013 年度の 7 領域
（「交流と作文領域」、「数学と推理領域」、「人文と社会領域」、「自然と工程領域」、「芸術と
審美領域」、「中国と世界領域」、「研究と革新領域」）から、2018 年度の 4 つの領域（「中国
文化と世界文化領域」、「芸術体験と審美鑑賞領域」、「科学精神と生命配慮領域」、「科学と現
代社会領域」）となり、学生は各領域から 2単位以上、合計 12単位以上取得することとされ
た。 
 教養教育科目の単位数は大きく減少し、2013年度の 25単位から、2018年度には 12単位
になった。 
 ⑵専門教育に関する科目は、2013年度の 80単位から、2018年度には 95単位まで増やさ
れた。 
武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査から、「武漢大学信息管理学院におけ
る図書情報とアーカイブズ管理大分類で、専門教育と教養教育を融合させ、知識社会に適応
できる人材の育成を目標とする。これは武漢大学信息管理学院の人材育成目標ではなく、中
国における図書館情報学教育の目標である。武漢大学の図書館情報学教育は中国の各大学
のモデルにしたいと考え、2018 年度の改革を行った。この改革を通じて、中国における図
書館情報学教育の発展に貢献したい。これは改革の理由の 1つになった。」と述べた11。 
 
1 武漢大学公文書,2016,no.107,p.1-28. 
2 海外学術動向ポータルサイト.「3つの部門・委員会責任者が世界一流大学・一流学科建設
リストを解説」.日本学術振興会.2017. 
3 人民網日本語版.「国務院、世界一流大学・一流学科建設を目指す「全体案」発
表」.http://j.people.com.cn/n/2015/1106/c94475-8972738.html.（参照：2019.1.10.）. 
4 武漢大学公文書,2016,no.107,p.1-28. 
5 2017年 9月 15日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対するイ
ンタビュー調査より. 
6 2017年 9月 17日に武漢大学信息管理学院図書館学専攻の学生に対するインタビュー調査
より. 
7 2017年 9月 15日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の主任に対する
インタビュー調査より. 
8 2017年 9月 15日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対するイ
ンタビュー調査より. 
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9 2017年 9月 15日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対するイ
ンタビュー調査より. 
10 2017 年 9 月 15 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対する
インタビュー調査より. 
11 2017 年 9 月 17 日に武漢大学信息管理学院の教授の研究室で図書館学系の教授に対する
インタビュー調査より. 
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7．考察 
 本章では、武漢大学信息管理学院における 2013 年度および 2018 年度のカリキュラムの
特徴を明らかにすることを目的として、改革前の 2012 年度、2013 年度および 2018 年度の
カリキュラムの比較を行い、考察を行う。第 1節では教養教育の比較を、第 2 節では専門教
育の比較を行う。 
7.1 武漢大学信息管理学院における教養教育の改革について 
本節では、武漢大学信息管理学院におけるカリキュラム改革のうち、教養教育に焦点をあ
てて述べる。 
表 7-1 は武漢大学信息管理学院における 2012 年度、2013 年度、2018 年度の教養科目の
カリキュラムの比較を表した表である。
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表 7-1 武漢大学信息管理学院における図書館学専攻教養教育科目 2012年度、2013年度及び 2018年度カリキュラム改革の特徴の比較 
 
 
 
 
 
教養科目 
    2012年度 2013年度 2018年度 
教 養 必 修 科 目
（2012年度、2013
年度）/公共基礎
科目（2018年度） 
名称 教養必修科目 教養必修科目 公共基礎科目 
単位数 26 単位 26単位 33単位 
 
 
教 養 選 択 科 目
（2012年度）/ 
教 養 教 育 科 目
（2013年度、2018
年度） 
  
  
  
  
名称 教養選択科目 教養教育科目 教養教育科目 
単位数 25 単位 25単位 12単位 
領域 5 つの領域 
（439科目） 
①人文科学 
②社会科学 
③数学と自然科学 
④中国文化と外国
文化 
⑤学際研究 
 7つの領域 
（1002科目） 
① 人文と社会 
② 数学と推理 
③ 自然と工程 
④ 交流と作文 
⑤ 芸術と審美 
⑥ 中国と世界 
⑦ 研究と革新  
 必修科目は、2科目 4単位であり、人文社会学領域の基礎と自然科
学領域の基礎を学ぶ科目となっている。但し、これらの科目は、修了
要件には含まれない。 
選択科目は 4つの領域を含む。コア科目も設置された。 
（660科目：60のコア科目＋600一般科目） 
① 中国文化と世界文明 
② 科学精神と生命配慮 
③ 社会科学と現代社会 
④ 芸術体験と審美鑑賞 
全学の学生は少なくとも 3 つ以上の領域を跨り、少なくとも 12 単位
を取る。全学の学生は「中国文化と世界文化」と「芸術体験と審美鑑
賞」領域の科目を取得必要あり。 
文理融合の観点から、文系の学生は「科学精神と生命配慮」領域から、
理系の学生は「社会科学と現代社会」から選択する。 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成
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中国では 1990 年以降、学生募集数を拡大してきた。1998 年度に学生募集数は約 100 万
人、2002年度に約 300万人、2010年度には 600万人を超えるまでになった1。学生数の増加
に伴い、各大学では教育の質向上のために、カリキュラムの改革が行われた。 
中国の大学における国家レベルの教養教育カリキュラムは、社会主義に関する政治科目、
体育及び英語の 3 種類で構成されている2。1990 年から IT に関する科目も設置されるよう
になった3。 
 
(1) まず学生に、社会主義及び中国共産党の指導を基づいて、マルクス・レーニン主義、
毛沢東思想と鄧小平理論などの基本原理を理解させる。中国の教養必修科目の設置に
ついて、政治科目には、「マルクス主義基本原理概論」、「世界政治経済と国際関係」
のような政治以外に、中国の代表的な政治思想、「毛沢東思想と中国社会主義理論概
論」、「中国近代史と現代史概要」や「思想道徳と法律基礎」が設置されている4。 
また、体育と軍事に関する一定の基本知識を有し、必要な軍事訓練を受けなければ
ならない。各大学は、「軍事訓練」を必修科目として、「軍事理論」の科目を設けなけ
ればならない。これは 1990 年の国家教育部による「教育機関における体育の展開に
関する条例」によるものである。この条例では、普通高等教育機関において 1、2 年
次向けに体育科目が必修とされている5。 
(2) 学生に、人文科学と自然科学双方の基本知識を身に着けさせ、当該専攻の基礎知識を
理解し、基本的な問題を解決する能力を備えさせる。中国の教養選択科目の設置は、
「文系の学生を対象にして適切に自然科学科目を勉強させる。理系の学生に人文社会
科目を勉強させる。」という考え方によって、様々な領域を設置して、各領域に多様な
科目を提供している6。 
 
武漢大学信息管理学院の教養科目についても、これらの要求の元、カリキュラムが組ま
れている。教養科目は学生の全面的資質の向上を図ることを重視しており、その目的は、
必要基本的な知識、総合的能力を培うことが目標である。下記に、2012年度、2013年度、
2018年度の教養教育に関するカリキュラムについてまとめる。 
 
(1) 教養必修科目（2012・2013年度）/公共基礎科目（2018年度） 
2012年度の教養必修科目、2013年度の教養必修科目、2018年度の公共基礎科目は、ほぼ
同じである。これらの科目では、政治・道徳に関する科目が約 5割を占めている。政治科目
には、「マルクス主義基本原理概論」、「世界政治経済と国際関係」以外に、中国の代表的な
政治思想、「毛沢東思想と中国社会主義理論概論」、「中国近代史と現代史概要」や「思想道
徳と法律基礎」が設置されている 
このような思想政治科目は、中国政府から規定された指示により、必修の教養教育カリキ
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ュラムの科目単位数・科目設置は、その指示に拘束されており、学生が自由に選択すること
はできない7。楊がこれらの科目を「社会主義国家の大学が資本主義国家の大学と区別でき
るような象徴的な重要な科目」8と指摘しているように、中国政府がいかに政治教育を重視
しているかがわかる。このような政治意識の強い科目の必修化は、中国の教養教育の特徴で
あると言える。 
 
 ⑵教養選択科目（2012年度）/教養教育科目（2013 年度・2018年度） 
改革開放以降、武漢大学における教養選択科目はいくども変更されてきた。 
1999 年、中国国家国務院は「中共中央・国務院が教育改革を深化し、全面的に素質（資
質）教育を推進する教育改革に関する決定（中共中央国務院関于深化教育改革，全面推進素
質教育的决定）」を公布した9。この決定以降、大学レベル科目では、「幅広い」という要素
は設置基準の要求の 1つとなり、各大学では教養教育の改革が重要であることが示された。
これに従って武漢大学では、2004年から、教養選択科目として、「人文科学」、「社会科学」、
「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、「学際研究」という 5領域（全 439科目）を設
定した。 
この 5 領域は 2012 年度まで継続され、2013 年度のカリキュラム改革で、「交流と作文領
域」、「数学と推理領域」、「人文と社会領域」、「自然と工程領域」、「芸術と審美領域」、「中国
と世界領域」、「研究と革新領域」、「学際研究」という 7 領域（全 1,002 科目）に変更され
た。 
2013 年度のカリキュラム改革において、教養教育科目は多様化し、その内容も多岐にわ
たるものになった。この改革は、学生の資質を高めることを狙いとしており、より広い範囲
の科目をより多く提供するようになった。各領域に指定された科目設置されたことによっ
て、学生はより広い領域から多様な科目を選択できるようになった。しかし一方で、25 単
位中、11単位は指定された科目であり、学生が自由に選択できるのは 14単位であった。 
また、教養教育科目として提供される 1,002科目は多すぎるため、教育の質を担保できなか
ったという指摘があった。武漢大学信息管理学院の教授のインタビュー調査では、「武漢大
学の教養選択科目数の規模は大きく、担当教員は足りなかった。2013 年度のカリキュラム
改革で、1,002科目が提供されることとなったが、一部の教授は忙しいため、授業を博士課
程の学生に任せっぱなしの状況も多くみられた。さらに、一部の授業は難しすぎるため、学
生の参与度が低いものとなっていた。」というコメントがあった10。 
また、武漢大学にはシラバスがないので、学生は適切に履修する科目を選択することが難
しい状況にあったという。武漢大学信息管理学院の学生への補足インタビューでは、「シラ
バスがないので、科目を選択する時は先輩の意見を聞いて決めていた。」11とのことであっ
た。 
これらの理由から、7 領域 1,002 科目が提供されていた教養選択科目は、2018 年度のカ
リキュラム改革で、4 領域（「中国文化と世界文化領域」、「芸術体験と審美鑑賞領域」、「科
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学精神と生命配慮領域」、「社会科学と現代社会領域」）に減らされ、科目数も 660まで減少
した。 
2018 年度のカリキュラム改革以降の教養教育科目は、教養教育必修科目および教養教育
選択科目で構成されている。教養教育必修科目は全学共通科目であり、2科目 4単位を履修
しなければならない。人文社会学領域の基礎と自然科学領域の基礎を学ぶ科目となってい
る。但し、これらの科目は、修了要件には含まれない。この科目は、学生が専攻を選択する
際の手助けになることを目的としている。また、シラバスがないため教養選択科目を選択す
ることが困難な学生の支援にもなっている。 
教養教育選択科目は、4つの領域に分けられている。それぞれの領域には、コア教養科目
と一般教養科目から構成されている。コア教養科目は計 60科目、一般教養科目は計 600科
目提供されている。なお、「中国文化と世界文化」領域と「芸術体験と審美鑑賞」領域は必
修である。幅広い学びの観点から、文系の学生は「科学精神と生命配慮」領域から、理系の
学生は「社会科学と現代社会」から選択する。文系の学生には理系の知識を身に着けさせ、
理系の学生には人文教育を受けさせる。 
 さらに、武漢大学信息管理学院の教養科目単位数も変化してきた。表 7-2および図 7-1は
2012年度、2013年度、2018年度の武漢大学信息管理学院における図書館学専攻の教養必修
科目と教養選択科目の卒業必須単位数の変化である。 
表 7-2 および図 7-1 が示すように、教養必修科目は、2018 年度以前の 26 単位から 2018
年度以降の 33単位まで増えている。一方、教養選択科目の単位数は大きく減少し、25単位
から 12単位まで減少した。 
 
表 7-2 武漢大学信息管理学院の図書館学専攻教養必修と選択科目卒業必須単位数の変化 
 
2012年度単位数 2013年度単位数 2018年度単位数 
教養必修科目 26 26 33 
教養選択科目 25 25 12 
合計 51 51 45 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
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図 7-1 武漢大学信息管理学院における図書館学専攻教養必修と選択科目卒業必須単位数の
変化 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
 
 武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査では、「教養選択科目の必須単位数の
25 単位から 12単位まで減少させ、専門教育科目は 80単位から 95単位まで増やさせるよう
になる。その理由は、専門教育の質保証である。」12とのことであった。 
中国の高等教育の質保証は、政府によって主導されている。1990 年代から、市場経済へ
の移行、高等教育機関における運営自主権の拡大に伴い、展開されてきた。2010 年に公表
された中国教育改革の文献「2010-2020 年国家中長期教育改革と発展計画綱要」(国家中長
期教育改革和発展規画綱要(2010-2020 年))は、2010 年から 10 年間の中国の教育の改革と
発展を計画するものである。「教育強国」ことと、「教育の質を高める」ことを重視した13。
2013 年 9 月の国連総会上、習近平主席は、「中国は、教育の改革と資金支援を拡大し、教
育は優先的に発展された」14ことを示した。 
高等教育の質を維持・向上をさせるために、大学の設置基準の設定や、専門家を組織して
教学評価の実施、カリキュラム編成基準の制定、学位授与権の審査などさまざまな政策を実
施されている15。 
武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査では、「大学は、研究活動を重視しな
ければならない。そのためには、学生の研究能力を育成することが重要となる。また、現在
図書館学専攻の学生は大学を卒業してから、大学院に進学し、特に海外先進国に留学するこ
とが多い。中国では、研究能力不足であるので、専門教育を重視しなければならない」16と
いうコメントがあった。 
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7.2 武漢大学信息管理学院における専門教育の改革について 
本節では、武漢大学信息管理学院におけるカリキュラム改革のうち、専門教育に焦点をあ
てて述べる。2018 年度のカリキュラム改革では、教養教育だけでなく、専門教育も大きく
変化した。 
表 7-3 は武漢大学信息管理学院における 2012 年度、2013 年度、2018 年度の専門科目の
比較である。 
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表 7-3 武漢大学信息管理学院における図書館学専攻の専門科目の比較 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012 年度、2013 年度、及び武漢大学公文
書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
 
2018 年度のカリキュラム改革で、専門基礎科目が新しく設置された。専門基礎科目は、
各学院の大分類によって設定されている。図書館学専攻の専門基礎科目は、「図書情報とア
ーカイブズ管理大分類」によって設定されている。基礎的専門科目であり、対象は、1年生
から 4年生であるが、ほとんどは１年生を対象とした科目である。2年次で専攻に配属され
る前の段階で、さまざまな学問領域から幅広く学習し、専門知識を広く開拓することに狙い
 
 
 
 
 
専門科目
（2012 年
度、 2013
年度）/専
門教育科
目（ 2018
年度） 
  2012年度 2013年度 2018年度 
名
称 
専門科目 専門科目 専門教育科目 
単
位
数 
82 単位 80単位 95単位 
 
専
門
必
修
科
目 
専
門
選
択
科
目 
実践科目 専
門
必
修
科
目 
専
門
選
択
科
目 
実践科目  専門基礎科目 67単位 
（新設） 
「図書情報とアーカイブズ管
理大分類」によって設定されて
いる。 
専門科目 28 単
位 
 
専攻によって設
定されている。 
5 
単
位 
20
単
位 
8 
単 
位 
 
卒業実習
（4単
位）及び
卒業論
文・設計
（4単
位）を含
む。 
52
単
位 
20
単
位 
8 
単 
位 
 
卒業実習
（4単
位）及び
卒業論
文・設計
（4単
位）を含
む 
専門基礎必修科目 専門基礎
選択科目 
専門必
修科目 
専門選
択科目 
41単位 
 
2018年度新しく創
設した創新創業科
目を含む。文化遺
産創新創業科目
（2単位）とプロ
ジェクト管理科目
（3単位）を含
む。少なくとも 3
単位取得必要あ
り。 
26単位 24単位 4単位 
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があるとされてる。 
専門基礎科目は学生が、図書館情報学に関する基礎知識や、プログラミング演習などの演
習科目を通して、基礎的スキルを学ぶために設置された。これによって、学生たちは大分類
のもとで、自分の興味やニーズに合わせて専攻を選択できるようになる。 
武漢大学信息管理学院における 2018年度の学生募集方式は、2013年度の改革以降と変わ
らず、大分類での募集であった。2013 年度の改革以前は、学生は入学時に専攻に配属され
ていたため、1年次からさまざまな専門科目が設置されていた。基本的には 1 年次から、教
養教育と専門教育の有機的結合を目指したのである。2013 年度からは分かれずに、授業を
受けるようになった17。 
2018 年度の改革で、信息管理学院の 1 年次は、専門基礎科目を受けることにより、社会
の発展状況を知ることができる。専攻選択の自由度を増やし、さらに社会的ニーズに合わせ
ることが狙いとなっている。 
また、武漢大学信息管理学院の教授へのインタビュー調査では、「武漢大学は世界の一
流大学に向けて、強い創新能力と実践能力を持つ人材を育成している。」18と述べられた。
学生の創業・創新能力を育成するために、2018年度創新創業科目を新しく創設した。創新
創業科目は文化遺産創新創業科目（2単位）とプロジェクト管理科目（3単位）を含む。
少なくとも 3単位取得必要あり、プロジェクト管理科目（3単位）は必修科目となる。 
 表 7-4から表 7-6まではそれぞれ、2012年度、2013年度、2018年度の武漢大学信息管理
学院図書館学専攻専門科目の履修単位数である。図 7-2 は、これらを比較したグラフであ
る。専門科目の履修しなければならない単位数は、2013年度のカリキュラム改革では 80単
位とされたが、2018年度の改革では、95単位に増えた。また、2018年度の任意科目は必修
であるが、修了要件に含まれないようになった。 
  
表 7-4武漢大学信息管理学院図書館学専攻履修必須専門科目の単位数（2012 年度） 
 
2012年度 
専門必修科目 54 
専門選択科目 20 
実践科目 8 
合計 82 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
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表 7-5武漢大学信息管理学院図書館学専攻履修必須専門科目の単位数（2013 年度） 
 
2013年度 
専門必修科目 52 
専門選択科目 20 
実践科目 8 
合計 80 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
 
表 7-6 武漢大学信息管理学院図書館学専攻履修必須専門科目の単位数（2018 年度） 
 
2018年度 
専門基礎科目 必修科目 41 
選択科目 26 
専門科目 必修科目 24 
選択科目 4 
合計 
 
95 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
 
 
図 7-2 武漢大学信息管理学院における図書館学専攻専門科目単位数の変化 
（出典：武漢大学信息管理学院図書館学専攻 2012年度、2013年度の教育計画表、及び武漢
大学公文書,2016,no.107,p.1-28.により作成） 
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また、2013 年度の改革によって、専門科目の必修科目単位数の比重が大きいので、選択
科目を選択する余地が少ないという状況に置かれていることがインタビュー調査で明らか
になった。実際のところ、必修科目必須単位数と選択科目必須単位数は 2013 年度の改革で
は、おおよそ 3 対 1 であったが、2018 年度の改革では、おおよそ 2.1 対 1 となった。これ
によって、学生が科目を選択する余地が多くなったといえる。 
また、2018年度の改革では、履修しなければならない専門選択科目必修単位数は 20単位
から 30単位まで増やされた。開設選択科目数も増えた。これによって、学生の科目の選択
幅が広がり、選択科目も多様化した。 
 武漢大学信息管理学院の学生への補足インタビューから「2018 年度より前の改革は専門
教育を減量することで大学教育の質が低下させられる可能性が心配された。2018 年度、専
門科目の増量について、教養教育と専門教育のバランスが十分となった。」19とのことあっ
た。 
武漢大学信息管理学院 2018年度のカリキュラム改革では、専門科目必修単位数は 7割弱
を占め、教養科目必修単位数より専門科目の方が多いことが明らかになった。したがって、
武漢大学は教養教育理念の重要性が喚起されつつあるものの、実は相変わらず専門教育に
重点を置いていることが分かる。 
7.3 まとめ 
本章では、武漢大学信息管理学院における文献調査とインタビュー調査の結果により、
2013年度および 2018年度のカリキュラムの改革の成果と課題を分析する。 
教養教育の改革では、教養必修科目は、2013年度も 2018年度も政治・道徳の科目が概ね
5 割以上を占めている。政治科目には、「マルクス主義基本原理概論」のような政治以外に、
中国の代表的な政治思想、「毛沢東思想と中国社会主義理論概論」、「中国近代史と現代史概
要」が設置されている。このカリキュラムの構成から見て、政治性が高いことがわかる。こ
のような思想政治科目は、中国政府が規定した指示に基づくものであり、科目単位数・科目
設置は、拘束されている。このような政治意識の強い科目は、中国の教養教育の特徴である。 
教養選択科目を見ると、2012 年度の 5 領域から、学生がもっと幅広い領域の科目を選択
できることを目標として、2013年度の 7領域から、さらに質保証のために 2018 年度の 4領
域へと変更された。 
2013 年度のカリキュラム改革において、教養教育科目は多様化し、その内容も多岐にわ
たるものになった。この改革は、学生の資質を高めることを狙いとしており、より広い範囲
の科目をより多く提供するようになった。これによって、学生はより広い領域から多様な科
目を選択できるようになった。 
2018 年度のカリキュラム改革以降の教養教育科目は、教養教育科目の中で、教養教育必
修科目および及び教養教育選択科目で構成されている。教養教育必修科目は全学共通科目
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であり学生が専攻を選択する際の手助けになることを目的としている。学生は自分の興味
で専攻を選択できるように、また、シラバスがないため教養選択科目を選択することが困難
な学生の支援にもなっている。 
教養教育選択科目は、4つの領域に分けられている。幅広い学びの観点から、文系の学生
は「科学精神と生命配慮」領域から、理系の学生は「社会科学と現代社会」から選択する。 
2018年度のカリキュラム改革で、専門基礎科目が新しく設置された。2年次で専攻に配属
される前の段階で、さまざまな学問領域から幅広く学習し、専門知識を広く開拓することに
狙いがあるとされている。これによって、学生たちは大分類のもとで、自分の興味やニーズ
に合わせて専攻を選択できるようになる。 
武漢大学信息管理学院における 2018年度の学生募集方式は、2013年度の改革以降と変わ
らず、大分類での募集であった。2013 年度の改革以前は、学生は入学時に専攻に配属され
ていたため、1年次からさまざまな専門科目が設置されていた。2013年度には分かれずに、
授業を受けるようになった20。2018年度の改革で、信息管理学院の 1年次は、専門基礎科目
を受けることにより、社会の発展状況を知ることができる。そして、専攻選択の自由度を増
やし、さらに社会的ニーズに合わせることが狙いとなっている。 
また、武漢大学信息管理学院 2018年度のカリキュラム改革から見て、専門科目必須単位
数は割合が７割弱であり、教養科目必須単位数より専門科目の方が多いことが明らかにな
った。したがって、武漢大学は教養教育理念の重要性が喚起されつつあるものの、実は相変
わらず専門教育に重点を置いていることが明らかになった。 
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第 8 章 おわりに 
 本研究では、中国の経済の政策と高等教育の政策の変遷を踏まえ、現在中国の大学にお
ける図書館情報学教育の発展と現状を明らかにした。特に、武漢大学信息管理学院における
図書館学専攻の実態を検討した。 
 
8.1 本研究のまとめ 
 
まず、第 1章では、本研究の研究背景と目的、先行研究、研究方法及び論文の構成につい
て述べた。 
第 2 章では、1920 年から、中国の経済の政策と高等教育の政策の変遷を踏まえ、中国の
大学における教養教育及び専門教育としての図書館情報学教育の発展を概観した。特に、武
漢大学信息管理学院を事例として、その歴史の変遷を明らかにした。 
教養教育の変遷について、中国では、1898 年中国における初の大学が設立された。あの
時の「通識教育」（教養教育）は海外の先進国の高等教育政策のモデルとなった国に大きな
影響を受けている。1992 年に市場経済の導入とともに高等教育の改革は旧ソ連モデルから
アメリカ型へ転換してきた。特に、2001 年に WTO に参加して以来、カリキュラムの国際化
が重要になり、国際人材育成が重視されている。これによって、欧米型の教養教育モデルを
模倣した「通識教育」（教養教育）改革が進められた。 
 専門教育として図書館情報学教育について、1913 年から、ウッド女史は図書館学専科学
校の設立に着手し始めた。ウッド女史は、1920 年 3 月に中国における最初の武昌文華大学
に図書科を開設した1。このような状態のもとで、1949 年まで中国の図書館学教育には大き
な進歩が見られなかった。 
1949 年、中国の成立後、国家経済の発展に必要な専門人材を育成するため、中国政府は
経済体系に相応な高等教育改革に着手した。1952 年に大学や学部の調整（院系調整）が全
国的に行なわれたため、翌 1953年、文華図専は武漢大学に編入され、武漢大学図書館学専
修科となった。1956年には名称を武漢大学図書館学系に変更し、4年制を設置した。 
1966 年から 1976 年まで、十数年にわたる政治運動と社会的混乱によって、中国の経済、
教育は大きな打撃を受け、かなり遅れてしまった。 
「全国統一大学入学試験」は、文化大革命のため一時廃止されたが、1977 年に再開され
ている。また、1980 年代に入り、「改革開放」政策の影響を受け、大学の自主権が拡大され
た。この背景の下、図書館情報学教育は発展してきた。1984 年 4月、武漢大学が図書館学
系を図書館情報学院に改称し、武漢大学は図書館学専攻以外に情報学専攻が設置されるよ
うになった。 
さらに、1990 年代に経済の発展により、高等教育に必要な専門人材を育成するという目
標を達成するため、1995 年に 211工程、1998 年に 985工程が始動した。これらの工程の中
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では、学生の科学的な思考方法や総合的能力、均衡的な知識の類推能力の育成が重要な課題
になった。その後、情報技術の発展により、大学はコンピューターに関する科目を設置した。
また、多数の大学では就職のため、学生の社会適応能力の育成に重点を置くようになった。
インターネット時代における情報化の進展に伴って、中国の図書館情報学教育は社会の変
化を反映した方向に進んでいる。2001 年、武漢大学図書館情報学院は信息管理学院に改名
した。武漢大学は図書館情報学教育の改革を深化させ、図書館学専攻のほかに、出版学専攻、
電子ビジネス学専攻その他の新たな専攻を創設している。武漢大学信息管理学院の教授で
ある呉によると、「武漢大学信息管理学院の名称は、より広い意味をもつ信息管理に改めた。
社会的に広く知られている「信息」を使ったほうが学生就職に有利になる」ということであ
った2。 
第 3章では、文献調査によって、武漢大学の概要、武漢大学信息管理学院の略史、及び武
漢大学信息管理学院の現状について概観した。 
武漢大学は、中国の湖北省武漢市に位置する国立大学である。1893 年に張之洞により創
設された自強学堂は武漢大学の前身であり、中国で最も歴史がある大学の 1 つである。 
武漢大学信息管理院の前身は 1929年設立した武昌文華図書館学専科学校であった。 
 1953年、文華図専は武漢大学に編入され、武漢大学図書館学専修科となった。1955 年に 
2 年制は 3 年制に変更され、さらにその翌 1956 年には名称を武漢大学図書館学系に変更
し、4年制となった。 
  1980年代以降 、大学や学生数の規模の拡大の下で、1984年 4月、武漢大学は図書館学系
を図書館情報学院に改称し、図書館学系、図書発行学系、アーカイブズ学系、科学情報学系
という 4つの学系を設置した。図書館学系には図書館学専攻、図書発行学系には図書発行学
専攻、アーカイブズ学系にはアーカイブズ学専攻、科学情報学系には科学情報学専攻を設置
した3。 
1990 年代以降、インターネット時代における情報化の進展に伴って、図書館情報学教育
機関の名称変更およびそれに伴う教育改革が開始した。 最初に図書館情報学部名の名称変
更を進めたのは、北京大学であり、1992 年に、学部の名称を図書館情報学系から信息管理
系に改称した 。次いで 2001年、武漢大学図書館情報学院は信息管理学院に改名された。武
漢大学は図書館情報学教育の改革を深化させ、図書館学専攻のほかに、出版学専攻、電子ビ
ジネス学専攻その他の新たな専攻を増設した。 
2019 年 1 月、信息管理学院には、図書館学系、情報管理科学系、アーカイブと政務情報
管理学系、出版科学系、電子ビジネス学系、保密管理学系という 6つの「系」が設置された。
図書館学系には図書館学専攻、情報管理科学系には情報管理と情報システム学専攻、アーカ
イブと政務情報管理学系にはアーカイブズ学専攻、出版科学系には編集出版学専攻、電子ビ
ジネス学系に電子ビジネス学専攻、編集出版学専攻が設置された。 
第 4章では、2013年度のカリキュラム改革と対比することを目的として、改革直前の 2012
年度の信息管理学院図書館学専攻のカリキュラムについて概観した。具体的には、まず、中
81 
 
国の大学教育における学問分野について述べた。次に武漢大学信息管理学院における図書
館学専攻の人材育成目標を説明した。さらに、図書館学専攻のカリキュラム体系及び教育計
画について説明した。 
21 世紀に入り、グローバル競争の進展に伴って知識経済が重視される時代となり、中国
社会においても知識、情報、技術などが社会経済の発展に及ぼす影響の重要性が認識される
ようになった。 
この背景に伴い、武漢大学信息管理における 2012 年度の図書館学専攻の人材育成目的は、
「科学の進歩に伴い、技術環境において、図書館の業務に必要な高度な知識と技術を持つ人
物を育成することである。高度な情報通信技術、科学知識とコンピューター技術を持つこと
が目指されている。」こととされている。 
人材育成目標の変化とともに、カリキュラムも変化した。2012年度の科目設置を見ると、
図書館学専攻は情報学と関わる「上級プログラミング言語」や「データ構成（JAVA）」など
のような内容が多いことが明らかになった。専門必修科目の中に情報学に関する科目は約 3
分の 2を占めている。また、専門選択科目では、約半分は情報学に関する科目であった。武
漢大学信息管理学院における図書館学専攻はより多い情報学の知識をカリキュラムに導入
することを目指した。 
武漢大学信息管理学院図書館学専攻の 2012 年度のカリキュラムは教養科目、専門科目、
自由科目の 3つから構成されていた。 
①教養科目：教養必修科目は毛沢東思想と中国社会主義理論概論、体育、外国語、世界政
治経済と国際関係等である。 
教養選択科目は、幅広く深い知識の構築である。各学科の学問体系の基盤と関係を理解す
るための科目である。「人文科学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外国文化」、
「学際研究」、5領域であった。 
これらの科目は 1年次から 4年次に配置され、学生は自分の状況によって履修できる。  
②専門科目では、学生にしっかり専門知識及び実践能力を培うことを重視している。その
中には、専門必修科目、専門選択科目、実践科目（卒業論文とインターンシップ）が含まれ
ている。こられの科目は 1年次から設置されている。 
③学生の多様なニーズを考慮して教養教育と専門教育以外の科目の他に、自由科目を設
け、自由に選択履修できることとなった。他学院の科目など、好みに応じ自由に選択するこ
とができる科目である。これらの科目は 1 年次から 4 年次に設置され、学生は自分の状況
によって履修できる。  
学生が入学後すぐに専攻を区分されて育成されるので、1年次から、様々な専門科目が設
置されていた。基本的には 1年次から、教養教育と専門教育の有機的結合を目指したもので
ある。 
第 5章では、文献調査とインタビュー調査により、武漢大学信息管理学院図書館学専攻の
カリキュラム改革の背景、目的、内容を明らかにした。また、改革前のカリキュラムと比較
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することによって、その特徴について考察した。 
2008年以来、中国では、大学生の増加に伴う就職は難しい状況であった4。また、現在中
国における市場経済が求めている人材と、大学が輩出している人材がミスマッチをおこし
た5。中国政府幅広い学び大学は経済社会に合わせた人材を育成するために、大学が科目を
新設する場合、市場ニーズに見合った学科を設置するべきであることを求めた6。 
武漢大学信息管理院における図書館学専攻では、2013年度の科目は教養科目、専門科目、
自由科目の 3つから構成されていた。  
①教養科目では、教養必修科目の設置は全て変わらなかった。専攻を選択する前段階で
様々な学問領域から幅広く学習することを示しており、知識を広く開拓することに狙いが
ある。 
また、2012年度の 5領域（「人文科学」、「社会科学」、「数学と自然科学」、「中国文化と外
国文化」、「学際研究」）から 2013 年度の 7 領域（「交流と作文領域」、「数学と推理領域」、
「人文と社会領域」、「自然と工程領域」、「芸術と審美領域」、「中国と世界領域」、「研究と革
新領域」）に変化した。この改革は学生の資質を高めることを狙いとしており、より広い範
囲の科目をより多く用意するように試みている。教養選択科目は 1 年次から 3 年次に設置
されている。 
教養教育の履修は重視されており、その履修も多岐にわたっていた。カリキュラムの編成
は教養の向上を基礎とし、能力育成を中心とした教育理念によって行われた。 
一方、専門科目の単位数は減少し、82単位から 80単位となった。 
また、任意科目の単位数は 7単位から 9単位まで多くなった。 
 2013 年度の改革は、一番大きな変化したことは大分類による学生募集方式である。図
書館学専攻を例とすると、受験者は「全国統一大学入学試験」を受験し、武漢大学信息管理
院における「図書情報とアーカイブズ管理大分類」の合格の最低点を超えていれば合格とす
る方式が認められた。入学後、その授業は 1年次から専攻を分けずに、授業を受けた7。1年
間、専門基礎知識を受けて、2年次から選択を分け、授業を受けた。これによって、学生が
入学後、しばらくの勉強や生活によって、学生がある程度で自分の興味に基づいて専攻を選
択できるようになった。 
第 6章では、文献調査及びインタビュー調査の結果から、武漢大学信息管理学院図書館学
専攻における 2018 年度のカリキュラムの改革について検討した。まずは 2018 年度の改革
背景について説明した。次に、2018 年度の武漢大学信息管理学院のカリキュラム体系およ
び、「図書情報とアーカイブズ管理大分類」における図書館学専攻のカリキュラムを中心に、
2018年度の図書館情報学教育のカリキュラム改革について検討した。 
2018年度のカリキュラム改革は、政府の世界一流大学育成政策と、2016年の武漢大学信
息管理学院による「図書情報とアーカイブズ管理大分類の人材育成方針」により行われた。 
2018 年度図書館学専攻の科目設置は以下の 3 つの部分から構成される。（1）公共基礎科
目（2）教養教育科目（3）専門教育科目である。専門教育科目は専門基礎科目と専門科目か
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ら成る。 
図書館学専攻では、卒業必修単位数について、4年間に取得が必要とされる単位数は変化
せず、計 140単位である。一方、専門科目の単位数が大きく増加し、80単位から 95単位と
なった。 
一方、教養選択科目の単位数は大きく減少し、25 単位から 12単位となった。選択科目は、
4 領域に分けられており、「中国文化と世界文化」、「科学精神と生命配慮」、「社会科学と現
代社会」、「芸術体験と審美鑑賞」で、660科目が提供されている。2013年度の 7つ領域 1,002
科目が提供されていた教養選択科目は、2018年度、4つの領域（「中国文化と世界文化領域」、
「芸術体験と審美鑑賞領域」、「科学精神と生命配慮領域」、「社会科学と現代社会領域」）に
減らされ、科目数も 660まで減少した。 
また、人文社会学領域の基礎と自然科学領域の基礎を学ぶ科目も設置された。この科目は、
学生が専攻を選択する際の手助けになることを目的としている。シラバスがないため教養
選択科目を選択することが困難な学生の支援にもなっている。 
2018年度のカリキュラム改革で、専門基礎科目が新しく設置された。2年次で専攻に配属
される前の段階で、さまざまな学問領域から幅広く学習し、専門知識を広く開拓することに
狙いがあるとされている。これによって、学生たちは大分類のもとで、自分の興味やニーズ
に合わせて専攻を選択できるようになる。 
第 7章では、武漢大学における文献調査とインタビュー調査の結果により、武漢大学信息
管理学院における 2013 年度および 2018 年度のカリキュラムの改革の原因と成果について
考察を行った。また、武漢大学における図書館情報学教育の実態と課題を明らかにし、現状
の問題点を指摘した。 
教養教育では、教養必修科目が、2013年度も 2018年度も政治・道徳の科目が概ね 5割以
上を占めている。このような思想政治科目は、中国政府は規定された指示を受け、科目単位
数・科目設置は、拘束されている。このような政治意識の強い科目は、中国の教養教育の特
徴であると言える。 
教養選択科目では、2012 年度の 5 領域から、学生がより幅広い領域の科目を選択できる
ことを目標として、2013年度の 7領域へ増えたものの、質保証のために 2018 年度の 4領域
に変更された。 
2013 年度のカリキュラム改革において、学生の資質を高めることを狙いとしており、よ
り広い範囲の科目をより多く提供するようになった。これによって、学生はより広い領域か
ら多様な科目を選択できるようになった。 
2018 年度のカリキュラム改革以降、教養教育科目が新設され、教養教育必修科目は全学
共通科目であり学生が専攻を選択する際の手助けになることを目的としている。学生は自
分の興味で専攻を選択できるように、また、シラバスがないため教養選択科目を選択するこ
とが困難な学生の支援にもなっている。 
教養教育選択科目は、4領域に分けられている。幅広い学びの観点から、文系の学生は「科
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学精神と生命配慮」領域から、理系の学生は「社会科学と現代社会」から選択する。 
専門科目中で、専門基礎科目が新しく設置された。2年次で専攻に配属される前の段階で、
さまざまな学問領域から幅広く学習し、専門知識を広く開拓することに狙いがあるとされ
ている。これによって、学生たちは大分類のもとで、自分の興味やニーズに合わせて専攻を
選択できるようになる。 
武漢大学信息管理学院における 2018年度の学生募集方式は、2013年度の改革以降と変わ
らず、大分類での募集であった。学生の専攻選択の自由度を増やし、さらに社会的ニーズに
合わせることが狙いとなっている。 
また、武漢大学信息管理学院 2018年度のカリキュラム改革を見ると、専門科目必須単位
数の割合が７割弱であり、教養科目必須単位数より専門科目の方が多いことが明らかにな
った。したがって、武漢大学は教養教育理念の重要性が喚起されつつあるものの、実は相変
わらず専門教育に重点を置いていることが明らかになった。 
8.2 課題 
1990 年代前半には、すべての大学において専門教育の見直しを中心に様々な改革が試み
られた。これに対して、1990 年代以降、中国の人材育成モデルは変わっており、旧ソ連モ
デルに基づいたカリキュラムの設置と内容が大幅に変化してきた。もっとも変化したのは、
教養科目の拡大、社会の変化に合わせて能力・素質の育成を重視するようになったことであ
る。1950 年からの専門職（細分された職種）に対応するわけではなく、中国国家教育部は
発表した「大学本科専攻学科目録（「普通高等学校本科専業目録」）」によって、学問分野に
応じる科目が設置されるようになった8。 
改革開放以降、中国における国家政策によって、多くの大学では、特色ある人材育成モデ
ルやカリキュラムが作られてた。中国の社会の変化に向けての大学教育モデルを模索して
いると考えられる。  
科目設置から見て、全国の大学も政治・道徳の科目が大きな割合を占めており、政治性が
高いことが分かった。このような思想政治科目は、中国政府が規定する指示を受け、科目単
位数・科目設置は、拘束されている。このような政治意識の強い科目は、中国の教養教育の
特徴である。学生は自由に選択できない。また、これらの授業は広いクラスで大講義の方式
であり、学生はこれらの授業に関心を持てず、学習効果は良くない状況になった。 
また、中国の大学における図書館情報学教育では、専門教育と教養教育との関係について、
限られた履修期間において、教養教育がどこまで重視されなければいけないのか、専門教育
と教養教育とのバランスをどのように設計するのか大きな課題である。卒業生の就職のた
め、情報通信技術に関連する専門科目を増加させる傾向にある。その一方で、図書館情報学
の伝統的科目が大幅に減らされているため、図書館の人材育成という観点から問題がある
と考えられる。
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付録 
 
大学本科専攻学科目録（2012年） 
番号 名称 
01 学問分野：哲学  
02 学問分野：経済学 
03 学問分野：法学 
04 学問分野：教育学 
05 学問分野：文学  
06 学問分野：歴史学 
07 学問分野：理学 
08 学問分野：工学 
09 学問分野：農学 
10 学問分野：医学 
12 学問分野：管理学 
1201 専攻の種類：管理科学と工程 
120101 専攻：管理科学 
120102 専攻：情報管理与情報システム 
120103 専攻：工程管理（注：可授管理学或工学学士学位） 
120104 専攻：不動産開発と管理 
120105 専攻：工程造价 
1202 専攻の種類：工商管理 
120201K 専攻：工商管理 
120202 専攻：マーケティング 
120203K 専攻：財務 
120204 専攻：財務管理 
120205 専攻：国際ビジネス 
120206 専攻：人材資源管理 
120207 専攻：審計学 
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120208 専攻：資産管理 
120209 専攻：プロパティ管理 
120210 専攻：文化産業管理 
1203 専攻の種類：農業経済管理 
120301 専攻：農林経済管理 
120302 専攻：農村区域発展 
1204 専攻：公共管理 
120401 専攻：公共事業管理 
120402 専攻：行政管理 
120403 専攻：労働社会保障 
120404 専攻：土地資源管理 
120405 専攻：城市管理 
1205 専攻の種類：図書情報とアーカイブズ管理 
120501 専攻：図書館学 
120502 専攻：アーカイブズ管理学 
120503 専攻：アーカイブズ管理情報資源管理 
1206 専攻種類：物流管理と工程 
120601 専攻：物流管理 
120602 専攻：物流工程 
1207 専攻の種類：工業工程 
120701 専攻：工業工程 
1208 専攻の種類：電子ビジネス 
120801 専攻：電子ビジネス 
1209 専攻の種類：旅游管理 
120901K 専攻：旅游管理 
120902 専攻：ホテル管理 
120903 専攻：コンベンション経済と管理 
13 専門分野：芸術学 
注 「大学本科専攻学科目録：新旧専攻学科対照表（2012年 9月）」により作成。 
 
